
産 業 建 設 常 任 委 員 会 

日 時 平成３０年３月１５日（木）午前１０時から 

場 所 委員会室 

議  題 

１ 付託案件（５件） 

（１）議案第１２号 平成２９年度射水市下水道事業会計補正予算（第３号） 
 

（２）議案第 ５ 号 平成３０年度射水市水道事業会計予算 
 

（３）議案第 ６ 号 平成３０年度射水市下水道事業会計予算 
 

（４）議案第２９号 射水市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び 

活性化に関する法律の施行に伴う固定資産税の課税免除に関 

する条例の一部改正について 
 

（５）議案第３３号 不動産の処分について 

 
２ 報告事項（９件） 

（１）射水市宿泊施設立地促進助成金交付要綱（案）の概要について 

・・・・・産業経済部 商工企業立地課 資料１ 
 

（２）平成２９年度射水市企業団地適地本調査について 

・・・・・産業経済部 商工企業立地課 資料２ 
 

（３）射水市観光振興計画（案）について 

・・・・・産業経済部 港湾・観光課 資料１ 
 

（４）「射水市土地区画整理事業補助金交付要綱」の改正について 

・・・・・都市整備部 都市計画課 資料１ 
 

（５）大島中央公園コミュニティ体育館の活用について 

・・・・・都市整備部 都市計画課 資料２ 
 

（６）道路除雪の状況について 

・・・・・都市整備部 道路・河川管理課 資料１ 
 

（７）流域下水道維持管理負担金の変更について 

・・・・・上下水道部 上下水道業務課 資料１ 
 

（８）石川県穴水町への「応急給水班」派遣について 

・・・・・上下水道部 上下水道業務課 資料２ 
 

（９）平成３０年度水道水質検査計画（案） 

・・・・・上下水道部 上水道工務課 資料１ 

 
３ その他 



 

 
射水市宿泊施設立地促進助成金交付要綱（案）の概要 

 
１ 趣旨 
  市内において、新たに宿泊施設を設置して事業を行う者に対し助成金を交付することによ

り、観光、ビジネス等で本市を訪れる者の宿泊施設を確保することで、まちの賑わいの創出 

及び都市機能の充実を図り、もって市内経済の活性化を図る。 
 
２ 助成対象及び期間 
  市内で、旅館業法で定めるホテル営業を行うことを目的に、新たに宿泊施設を建築した事

業者又は個人（第三者に事業を営ませる者も含む）。要綱効力期間は、平成 30年度から平成
32年度までの 3年間とし、期間内に交付対象事業の指定を受けた者 

 
３ 助成額・要件等 
 (1) 建築助成金 
   設備投資額（家屋・償却資産）の一部を助成 
    助成額：設備投資額の 20%  上限 1億円 
    要件：指定区域内（小杉駅又は旧新湊庁舎跡地から概ね半径１㎞内の商業地域及び近

隣商業地域、海王町、海竜町、海竜新町）で、客室総数 80 室以上の宿泊施設
を建築し、15年以上継続して営業する者 

 (2) 経営安定助成金 
   建築助成金の交付を受けた者が取得した家屋及び償却資産に係る固定資産税相当額を 

10年間助成 
 ※ 両助成とも、地域環境との調和、安全の確保、市街地の活性化、商業・観光振興、災害 
対策等に寄与することが条件 

 
４ 休止・廃止等の返還 
  休止又は廃止等により、事業継続が困難になった場合は、助成金を返還する。 
 (1) 建築助成金 
   営業開始日から 5年以内にあっては全額、5年から 10年以内にあっては半額を返還 
 (2)  経営安定助成金 
   営業開始日から 10年以内にあっては全額、10年から 15年以内にあっては半額を返還 
 
 
※ 旅館業法の改正（平成 29年 12月 15日公布）に伴い、法施行後に要綱の一部改正が必要 
（施行日未定：公布の日から起算して 1年を超えない範囲内において政令で定める日） 

産業経済部 商工企業立地課 資料１ 
平成３０年３月定例会 
産業建設常任委員会 



指定区域設定の考え方： 
 射水市宿泊・観光集客施設立地促進助成金に定める区域（海王町、海竜町及び海竜新町）

に加え、交通の結節点となる旧新湊庁舎跡地又は小杉駅から概ね１㎞とし、住環境の維持・

保全に配慮しつつ、ホテル立地に伴う周辺部での商業機能の充実を図るため、用途地域を

商業地域及び近隣商業地域の区域とする。区域指定により、ベイエリア開発事業、小杉駅

前再開発事業及び旧新湊庁舎跡地利活用事業の促進を図る。 
 
（図１）旧新湊庁舎跡地周辺指定区域（線で囲んだ部分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図２）小杉駅周辺指定区域（線で囲んだ区域） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 図内の円形破線は、旧新湊庁舎跡地又は小杉駅から半径１㎞の区域 
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射水市宿泊施設立地促進助成金交付要綱（案） 

平成３０年 月 日 

告示第 号 

(趣旨) 

第1条 この要綱は、市内において、新たに宿泊施設を設置して事業を行う者に

対し助成金を交付することにより、観光、ビジネス等で本市を訪れる者の宿泊

施設を確保することで、まちの賑わいの創出及び都市機能の充実を図り、もっ

て市内経済の活性化を図るため、射水市補助金等交付規則(平成17年射水市規

則第28号)第17条の規定に基づき、射水市宿泊施設立地促進助成金(以下「助成

金」という。)の交付に関し必要な事項を定めるものとする。 

(定義) 

第2条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号

に定めるところによる。 

 (1) 宿泊施設 旅館業法（昭和23年法律第138号）第2条第2項に規定するホテ

ル営業の用に供する施設及びその同一敷地内の付属施設をいう。ただし、

風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和23年法律第122

号。以下「風営法」という。）第2条第5項に規定する性風俗関連特殊営業

に該当する施設又は宗教活動若しくは政治活動を目的とする事業を行う施

設を除く。 

(2) 宿泊施設事業者 宿泊施設を営み、又は第三者に営ませる者で、建物及 

び償却資産を有する者をいう。 

(3) 指定区域 旧射水市役所新湊庁舎跡地又はあいの風とやま鉄道小杉駅を

含む近隣商業地域（（都市計画法（昭和43年法律第100号）第８条第１項第

１号及び第９条第８項に規定する近隣商業地域をいう。）及び隣接する商

業地域（同法第８条第１項第１号及び第９条第９項に規定する商業地域を

いう。）並びに海王町、海竜町及び海竜新町をいう。 

(4) 設備投資額 宿泊施設を整備するために必要な固定資産（地方税法（昭 

和25年法律第226号）第341条第1項第1号に規定する家屋及び償却資産をい 

う。）の取得価格（消費税及び地方消費税に相当する額を除く。）の合計 

額をいう。ただし、国、地方公共団体その他公共機関から助成又は補償を   

受けて取得したものを除く。 
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(5) 固定資産税相当額 前号に規定する固定資産に係る固定資産課税台帳に

登録された施設等の課税標準額に1,000分の15を乗じて得た額をいう。 

 (交付対象事業及び交付対象者) 

第3条 助成金の交付の対象となる事業(以下「交付対象事業」という。)は、次

の各号に定めるものとする。 

 (1) 指定区域内において、新たに80室以上の客室及び客の応接、宿泊名簿の

記入の用に供されるフロントを備えた宿泊施設を建築し、15年以上継続し

て営業するもの。 

 (2) その他市長が必要と認める事業 

2 助成金の交付を受けることができる者（以下「交付対象者」という。）は、

前項の事業を行うものとし、地域環境との調和及び安全の確保に十分配慮し、

市街地の活性化、商業・観光振興、災害対策等に関する市の施策に協力する

よう努めるものとする。 

3 交付対象者が、次の各号のいずれかに該当する場合は、交付対象としない。 

(1) 風営法第2条第5項に規定する事業を営むとき。 

(2) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号）

第2条第6号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）又は同条第2

号に規定する暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有し、若しくは社会

的に非難される関係を有する者に該当するとき。 

(3) 建設に当たり必要な法令等に定めのある手続を経ていないとき。 

(4) 公の秩序、善良な風俗又は青少年の健全な育成に反するおそれのある宿

泊施設に該当するとき。 

 (5) 市税を滞納しているとき。 

 (助成金の額) 

第4条 助成金の額は、予算の範囲内において、次の各号に掲げる助成金を交付

するものとする。 

 (1) 交付対象事業の設備投資額に係る助成金（以下「建築助成金」という。）

の額は、設備投資額に100分の20を乗じて得た額以内とし、1億円を上限と

する。 

 (2) 交付対象事業の固定資産税相当額に係る助成金（以下「経営安定助成金」

という。）の額及び期間は、交付対象事業に係る宿泊施設等の営業開始日
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以降、最初に課税された年度から起算して10年度分を対象とし、当該施設

等の各年度における固定資産税相当額の合計額を上限とする。 

2 経営安定助成金の対象宿泊施設の建物のうち、射水市市税条例(平成17年射

水市条例第78号)第62条の2に規定する不均一課税による固定資産税の税率の

適用を受けるものは、その適用後の固定資産税額を固定資産税相当額とする。 

3 助成金の算定において1万円未満の端数がある場合は、これを切り捨てた額

をもって助成金の額とする。 

4 助成金の交付は、一対象事業者につき一対象施設とする。 

(交付対象事業の指定の申請) 

第5条 前条の規定による助成金の交付対象事業の指定を受けようとする交付

対象者は、射水市宿泊施設立地促進助成金交付対象事業指定申請書(様式第1

号)に次の各号に掲げる書類を添付して市長に提出しなければならない。 

(1) 事業実施計画書(様式第2号) 

(2) 経費及び積算の内容を確認できる書類（見積書の写し等） 

(3) 宿泊施設等の設計図及び施設等の位置を示す図面 

(4) 土地の所有者を特定できる書類（課税明細書、不動産登記事項証明書、

賃貸借契約書の写し等） 

(5) 法人登記事項証明書又は住民票（個人事業主の場合に限る。） 

(6) 誓約書（様式第3号） 

(7) 法人市民税及び固定資産税に係る納税証明書又は市税完納証明書 

(8) 直近３年分の決算報告書 

(9) その他市長が必要と認める書類 

2 前項第1号から第9号までに掲げる書類の提出期限は、原則として工事に着手

する日の30日前までとする。 

(交付対象事業の指定) 

第6条 市長は、前条に規定する申請についてその内容を審査し、適当と認める

ときは、申請者に対し射水市宿泊施設立地促進助成金交付対象事業指定通知書

(様式第4号)により助成金交付対象事業の指定を行うものとする。この場合に

おいて、助成金交付の目的を達成するため必要があると認めるときは、条件を

付すことができる。 

(交付対象事業の営業開始の届出) 
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第7条 交付対象事業の指定を受けた者(以下「交付指定者」という。)は、指定

を受けた交付対象事業について、営業を開始したときは、遅滞なく営業開始届

出書(様式第5号)を市長に提出しなければならない。 

(交付対象事業の変更の届出) 

第8条 交付指定者は、指定を受けた交付対象事業について、次の各号に掲げる

場合は、事業変更届出書(様式第6号)に必要な書類を添えて、遅滞なく市長に

提出しなければならない。 

(1) 交付対象事業の内容を著しく変更したとき。 

(2) 第5条第1項の規定に基づき提出した申請書の申請者に変更を生じた場合 

(3) その他市長が必要と認める場合 

(交付対象事業の休止又は廃止の届出) 

第9条 交付指定者は、指定を受けた交付対象事業を休止し、又は廃止した場合

は、遅滞なく事業(休止・廃止)届出書(様式第7号)を市長に提出しなければな

らない。 

(交付対象事業の指定の承継の申請) 

第10条 交付対象事業の指定の承継を受けようとする者は、当該交付対象事業

について、射水市宿泊施設立地促進助成金交付対象事業指定承継申請書(様式

第8号)を市長に提出しなければならない。 

(交付対象事業の指定の承継の承認) 

第11条 市長は、前条の規定による申請があったときは、これを審査し、適当

と認めるときは、申請者に対し射水市宿泊施設立地促進助成金交付対象事業指

定承継承認書(様式第9号)により助成金交付対象事業の指定の承継について承

認を行うものとする。 

 (助成金交付の申請) 

第12条 建築助成金の交付を受けようとする交付指定者は、営業開始後速やか

に射水市宿泊施設立地促進助成金交付申請書(様式第10号)に次の各号に掲げ

る書類を添付して市長に提出しなければならない。 

(1) 事業報告書(様式第11号) 

(2) 最新の決算報告書 

(3) 経費及び積算の内容を確認できる書類（請求明細書の写し等） 

(4) 代金の支払いが確認できる書類（領収書の写し等） 
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(5) 建物の所有者を特定できる書類（課税明細書、不動産登記事項証明書等） 

(6) 工事完了写真 

(7) 建築基準法（昭和25年法律第201号）第7条第5項又は第7条の2第5項に規

定する検査済証の写し 

(8) 法人市民税及び固定資産税に係る納税証明書又は市税完納証明書 

(9) その他市長が必要と認める書類 

2 経営安定助成金の交付を受けようとする交付指定者は、原則として第4条第1

項第2号の規定に基づく助成対象年度の翌年度の8月末日までに、毎年度射水市

宿泊施設立地促進助成金交付申請書(様式第12号)に次の各号に掲げる書類を

添付して市長に提出しなければならない。 

(1) 最新の決算報告書 

(2) 宿泊施設等に係る固定資産税納税通知書の写し 

(3) 宿泊施設等に係る固定資産課税台帳登録証明書及び当該固定資産課税台

帳の写し 

(4) 法人市民税及び固定資産税に係る納税証明書又は市税完納証明書 

(5) その他市長が必要と認める書類 

(助成金交付の決定) 

第13条 市長は、前条の規定による申請があったときは、これを審査し、適当

と認めるときは、助成金の交付を決定し、射水市宿泊施設立地促進助成金交付

決定通知書(様式第13号)により当該申請をした者に通知するものとする。 

2 助成金の交付を受けようとする交付指定者は、前項の助成金交付の決定を受

けたときは、射水市宿泊施設立地促進助成金請求書(様式第14号)を速やかに市

長に提出しなければならない。 

3 建築助成金は、3年を限度として均等分割で交付することができる。 

(交付対象事業の指定の取消し等) 

第14条 市長は、交付指定者が、次の各号のいずれかに該当すると認められる

場合は、射水市宿泊施設立地促進助成金交付指定取消し等通知書(様式第15号)

により、その指定を取り消し、助成金の交付を停止し、又は既に交付した助成

金の全部若しくは一部の返還を命ずることができる。 

(1) 建築基準法（昭和25年法律第201号）第6条第1項に規定する確認済証の

交付を受けた日から起算して、180日以内に建築工事に着手しなかったとき。 
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(2) 建築助成金は宿泊施設の営業開始日から起算して10年を経過する日ま

でに、経営安定助成金は宿泊施設の営業開始日から起算して15年を経過す

る日までに、交付決定の対象となった交付対象事業の休止、廃止、縮小及

び申請を行った事項に著しい変更があったとき。 

(3) 交付決定の対象となった事業所をその事業以外の用途に供したとき。 

(4) 市税、使用料その他公課を滞納したとき。 

(5) 交付対象事業の営業に際し、重大な法令違反等があったことが明らかに

なったとき。 

(6) 営業継続報告書の提出を怠ったとき。 

(7) その他市長が助成措置を講ずること又は講じたことが不適当であると

認めたとき。 

2 前項の規定による助成金の返還額は、次の各号に掲げるとおりとする。ただ

し、特別に配慮する必要があると認める場合は、この限りではない。 

 (1) 建築助成金は、営業開始日から起算して5年を経過する日までにあって

は交付額の全額を、5年を超え10年を経過する日までにあっては、交付額

の半額を返還しなければならない。 

 (2) 経営安定助成金は、営業開始日から起算して10年を経過する日までにあ

っては、交付額の全額を、10年を超え15年を経過する日までにあっては、

交付額の半額を返還しなければならない。 

 (営業継続報告書の提出) 

第15条 助成金の交付を受けた交付指定者は、交付対象事業について、営業を

開始した日の属する年度の翌年度以降、15年を経過するまでの間、営業継続報

告書(様式第16号)に必要な書類を添えて、毎年8月末日までに市長に提出しな

ければならない。 

 （委任） 

第16条 この要綱に定めるもののほか、この要綱の実施に必要な事項は、市長

が別に定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成30年4月1日から施行する。 
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（失効） 

２ この要綱は、平成33年3月31日限り、その効力を失う。 

（経過措置） 

３ 前項の規定にかかわらず、平成33年3月31日までに第6条の指定を受けた者

については、同日以後もなおその効力を有する。 

 

 

 



 

平成２９年度射水市企業団地適地本調査について 

 

 昨年度実施した企業団地適地調査では、以下の７地区を企業団地候補地（以

下、「適地」という。）として選定した。本年度は、昨年度の調査結果を踏ま

え、適地の土地や周辺の現況等を整理し、適地における今後の整備方針を示す

企業団地整備基本計画（以下、「基本計画」という。）を策定する。今後、早

期事業実施に向けて当該基本計画に基づき、県関係課と協議を実施する。 

 

（参考）昨年度選定した適地（５０音順） 

新規適地 大江地区、沖塚原地区、小泉・島地区 

拡張適地 小杉流通業務団地、七美工業団地、大門企業団地、針原企業団地 

 

１ 平成２９年度調査内容 

（１）適地現況の調査・整理 

   農地区分、農振農用地の有無、土地の現況等 

（２）関係機関等との事前協議 

   適地の開発手法及び課題等を関係機関（県、土地改良区等）と協議等 

（３）企業団地整備連絡調整会議の実施 

   整備方針及び基本計画の検討のため庁内関係課で調整会議を実施 

（４）整備方針の決定 

   関係機関との事前協議及び調整会議での検討を踏まえ、適地における 

今後の整備方針を決定 

（５）基本計画の策定 

   企業団地整備に係る将来計画を基本計画として策定 

 

２ 整備方針 

① 既存企業団地の分譲が進み、市内の産業用地が不足していることから、

開発を目指す新規適地３地区のうち、企業進出が見込まれる地区を優先し

て開発する。 

 ② 適地には「農振除外」が必要な農振農用地並びに優良農地等が含まれる

ため、「農振除外の特例措置」、「農地転用の特例」などの土地利用調整

措置を有する地域整備に関する法令を活用する。 

③ 地域整備に関する法令の活用には、具体的な企業進出情報を得て、国の

同意を受けた県計画に基づき本市が実施計画等を作成し、同計画の県知事

同意を要する。 

 ④ 新規適地の開発実施主体は、事業規模、財政状況を踏まえ事業実施時に

判断する。 

 ⑤ 拡張適地は、企業団地内企業の拡張又は民間事業者による開発用地とし

て位置付け、民間開発を支援していく。 

 

 

１ 

産業経済部 商工企業立地課 資料２ 

平成３０年３月定例会 

産業建設常任委員会 



（参考）活用可能な地域整備に関する法令について 

法令 農村地域への産業の導入の促進等

に関する法律（農村産業法） 

地域経済牽引事業の促進による地

域の成長発展の基盤強化に関する

法律（地域未来投資促進法） 

所管 農林水産省 経済産業省 

支援 

措置 

・農工団地に供するものとして 

農用地等を譲渡した場合の所得税

の軽減（８００万円を上限とする特

別控除）         等 

・企業における設備投資減税 

・地方税（固定資産税等）の減免 

等 

対象 

業種 

① 産業の立地・導入により、 

農村地域の農業従事者の安定した就

業機会を確保できる業種が対象 

 地域の事業者に対して経済波及

効果を及ぼす地域経済を牽引する

産業が対象 

 

３ 基本計画の策定 

  庁内関係課及び関係機関等との協議を踏まえ、新規適地３地区における街

区構成や道路、上下水道、雨水排水等の整備計画（案）を作成し、概算整備

事業費も含めて基本計画として策定する。 

  なお、新規適地は市街化調整区域であり、開発にあたっては具体的な進出

企業を明らかにすることが求められる。このことから、企業進出が具体化し

た段階で、本基本計画を基に、開発規模や街区・道路計画等を再検討し、地

権者及び関係機関等と調整を図る。 

 

４ 今後の事業スケジュール 

  具体な企業進出情報を踏まえ、３～４年を目途に開発を進める。 

項 目 ０年目 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 

企業誘致活動 
     

実施計画作成 

（県協議を含む） 

     

用地買収 
     

実施設計 

(測量等を含む) 

     

企業団地造成 
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企業進出合意 

実施計画知事同意 

用地買収完了 

実施設計完了 
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射水市観光振興計画（案）について 

１ 計画策定の目的 
2012（平成24）年３月に策定した「射水市観光・ブランド戦略プラン」では、「食・水・祭」を基本方針とし、「地域

イメージの向上」と「交流人口の増加」を図ってきました。 

その後、北陸新幹線開業をはじめ、新湊大橋の開通、数々のドラマや映画のロケーションに活用されるなど、本市の観

光を取り巻く環境は大きく変化しています。 

そのため、今後さらに多様化する観光ニーズや増加する訪日外国人観光客の受け入れに対して「射水市らしい」対応を

図っていく必要があります。 

このことから、本市が持つ自然特性や立地特性を活かし、定住・交流人口の拡大はもちろん、観光消費の拡大等を図る

ため、ブランディングとマーケティングの視点を活用しながら、戦略的かつ実益的な射水市観光振興計画を策定します。 

 

２ 射水市の観光の課題 
 

課題１ 射水市のアイデンティティの確⽴と 
積極的・戦略的なプロモーション 

 

 

 

 

課題２ 集客⼒を持つ地域資源が集中している“射水ベイエリア”の活用 
 

 

 

 

課題３ 射水市全体でのおもてなしと射水市ファンの獲得 
 

 

 

課題４ 冬の魅⼒強化による通年観光化 
 

 

課題５ 滞在時間の延⻑と観光消費を増やす商品づくり 
 

 

 

課題６ 広域連携による観光振興 
 

 

 
 

課題７ 魅⼒を楽しむための整備 
 

 

 

課題８ 地域資源の保全と継承 
 

 

   

産業経済部 港湾・観光課 資料１ 
平成３０年３月定例会 
産業建設常任委員会 

ｃ 
本市の認知度・魅力度等は、決して高いと言えません。 

年間60万人以上の入込数を持つ観光施設や、観光関連事業者が活用

すべきとする地域資源は、“新湊地区”、特に“射水ベイエリア”に集

中しています。 

観光の産業化は地域経済の活性化につながり、心のこもった“おもて

なし”による市民と観光客の交流はリピーターにつながります。 

本市の冬の観光客入込数は夏の約半数です。 

市内の客室数は富山市の約2％、高岡市の約8％しかなく、本市に訪

れている観光客のほとんどが6時間未満で他市へ移動しています。 

本市を訪れる観光客は広く回遊すると予測されます。 

本市を訪れる観光客の多くは車を利用しており、北陸新幹線を使って

訪れる観光客はまだ少ない状況にあります。 

本市には美しい自然や景観が、人々の生活の中にあたりまえのように

存在しています。 

認知度の向上 

魅⼒度の向上 

受入体制の 
整備 
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３ 基本⽅針 
豊かな自然が育む食、あたりまえのようにある美しい自然や景観、連綿と受け継がれてきた伝統文化や祭りは、本市の

宝であり地域によって独特な趣を醸し出しています。 

これらが、市民の誇りとして守られ、磨かれ、未来に引き継がれていくことが大切であり、ひいては本市の貴重な観光

資源となります。 

「射水市を知っている」、「射水市に行ってみよう」そう思ってもらえるよう集客力のある射水ベイエリアのキラーコン

テンツ化を図り、本市の観光の核となる地域とし、各地区の観光資源を磨き上げながら、本市全域への波及効果を狙い、

通年観光や滞在の長時間化による観光消費を拡大させることで、地域経済が活性化し、地域の人々が「稼げる」と実感で

きることが重要です。 

また、首都圏をはじめとする県内外や海外からの誘客促進については、県及び呉西６市等の広域連携による施策の展開

や「来てよかった」「また来たい」と思ってもらえるよう受入体制の整備も必要です。 

このことにより、地域には個性と活力が満ち、訪れる人々には満足度が高まり、いきいきと輝く「射水市」の創造につ

なげていきます。 

 

 

４ 基本⽬標 
本市には、時代とともに姿を変えながらも、昭和レトロな漁村の雰囲気を漂わせる内川、美しい水郷や田園風景、宿場

町として栄えた旧北陸道等、懐かしさ感じる古き良き時代の魅力があります。この魅力を観光資源として磨き上げ、本市

の強みである食を中心に、水辺の景観、祭り、文化と連携させ、観光消費の拡大等による地域の活性化を図っていくため、

本市の観光振興の基本目標を次のように設定します。 

 

懐かしさと新しさの中に 
⾷・景観・⽂化の魅⼒を満喫できるまちを⽬指して 

 

項目 
現状値 

2016（平成28）年 

目標値 

2022（平成34）年 

ホームページアクセス数 
※射水市公式観光ホームページ訪問数 

322,387回   600,000回  

観光客⼊込数 4,182千人   4,400千人  

１〜３⽉観光客⼊込数 656千人   690千人  

⼟産品等購⼊者数 
※特産物販売施設を対象 

1,373千人   1,440千人  

１〜３⽉⼟産品等購⼊者数 
※特産物販売施設を対象 

302千人   320千人  

観光消費額 
 ※特産物販売施設を対象 

— 
（今後調査） 

— 

 

  

知 る 

訪れる 

滞在する 

消費する 

《 数値⽬標 》 
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５ 基本戦略と施策 
“富山を代表する美食都市”ならではの『食』のブランドを確立し、本市の素地を磨くことで訪れる人を魅了し、観光

客による消費を促す仕組みづくりのために、ブランディングとマーケティングの視点から、次の３つの基本戦略に基づく

施策を展開していきます。 

 
 

【基本戦略】             【施策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅱ 『射水市』の魅力度向上 

（射水市が持つ地域資源の 

結びつきの強化と 

ブラッシュアップ） 

Ⅲ 『射水市』の受入体制の整備 

（射水市の観光を 

持続的に発展するための 

基盤整備） 

 

施策１ 『射水市』としてのブランドイメージの確立 

①市のイメージの統一 

②市のイメージのブラッシュアップ 

施策２ 情報発信の強化 

①ターゲットに応じた戦略的な情報発信 

②効果的なプロモーション活動 

施策１ 『射水ベイエリア』のキラーコンテンツ化と回遊性向上 

①射水ベイエリアの地域資源の付加価値向上 

②射水ベイエリアから市内への回遊性向上 

施策２ 人の結びつきと意識の醸成 

①観光産業従事者の育成と連携強化 

②市民の意識醸成 

施策３ 観光資源の活用 

①射水ブランドの育成とマーケティング強化 

②観光の通年化 

③多様なニーズに応える旅行商品の展開 

施策４ 広域観光の推進 

①広域連携事業の推進 

施策１ 観光客の受入基盤の整備 

①観光客の受入環境の向上 

②外国人観光客のための環境整備 

施策２ 観光地の価値の保全と向上 

①自然や景観等の保全 

Ⅰ 『射水市』の認知度向上 

（ブランド力の向上） 
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６ 施策別の重点的な取組 

基本戦略Ⅰ 『射水市』の認知度向上（ブランド⼒の向上） 
施策１ 『射水市』としてのブランドイメージの確⽴ 
１-① 市のイメージの統一 

・多くの観光客が目的とする「食」について本市が持つ食の

資源の歴史と可能性を活かし、「富山を代表する美食都市、

射水」として、白えびやベニズワイガニ、ホタルイカ、ブ

リ等の海産物はもちろん、農産物も含めた重点プロモーシ

ョンを展開 

・発信するイメージの受け手（市外・県外・海外）に「射水

市」からの情報であることを認識してもらうため、事業

者・各種団体と連携した統一イメージを発信 

１-② 市のイメージのブラッシュアップ 

・県外者にあまり知られていないが市民が魅力を感じている

ような、潜在力のある地域資源にも着目し、視点や観点を

変えながら、より幅広い対象者に魅力を発信 

・富山県立大学等市内教育機関に在籍する学生や、市外・県

外からの転入者等の外部目線を取り入れ、市民にとってメ

ジャーでないが県外者が魅力を感じる資源等、新たな魅

力・価値を発掘し発信 

 

施策２ 情報発信の強化 
２-① ターゲットに応じた戦略的な情報発信 

・ＳＮＳを活用し、インスタグラムやGoogleストリート

ビュー対応等、若者世代に向けた情報発信方法を検討 

・ＡＲ（拡張現実）やＶＲ（仮想現実）等、最先端技術を活

用した観光資源の情報発信方法を検討 

２-② 効果的なプロモーション活動 

・富山県や近隣市町村、姉妹都市、ＪＲ各社と連携を図りな

がら、旅行商品の企画や観光物産展、各種キャンペーン等

を活用してプロモーションを展開 

・富山県ロケーションオフィス（ＴＬＯ）と連携を図りなが

ら、映画やテレビ、ＣＭ等のロケーション誘致に努めると

ともに、ロケーション箇所や映像イメージを活用して市内

外へ魅力を発信 

  
基本戦略Ⅱ 『射水市』の魅⼒度向上 （射水市が持つ地域資源の結びつきの強化とブラッシュアップ） 
施策１ 『射水市ベイエリア』のキラーコンテンツ化と回遊性向上 
１-① 射水ベイエリアの地域資源の付加価値向上 

・昭和レトロな漁村の雰囲気を持ち日本のベニスと称される

「内川」の景観を活かした港町としての物語性を見える化

し、発信していくとともに、空き家等の再生も含め、観光

客目線での本市にしかない景観を保全 

・新湊漁港や海王丸パーク、新湊大橋、内川等の本市のイメ

ージを牽引する『射水ベイエリア』の位置情報と魅力の発

信を強化 

・富山新港へのクルーズ船の誘致の強化によるクルーズ文化

の推進 

１-② 射水ベイエリアから市内への回遊性向上 

・下条川の水辺空間の賑わい創出を図るため、観光遊覧船の

運行とコースを検討 

・旧新湊庁舎跡地については、市内全域に点在する地域資源

の連携を図り、射水ベイエリアから市内の各地区へ誘導で

きる仕組みづくりを検討 

 
施策２ 人の結びつきと意識の醸成 
２-① 観光産業従事者の育成と連携強化 

・観光地域づくりの担い手として行政と民間事業者をコーデ

ィネートする役割を持つ射水市観光協会の組織を強化 

・各地域のＮＰＯ法人やまちづくり団体等、各地域の観光の

担い手となる組織の連携を促進 

・観光ボランティアの養成を図り、組織を充実 

２-② 市民の意識醸成 

・観光が地域に与えるプラスの効果や本市の魅力等、講習会

やおもてなし研修会等を通じて、市民の意識を醸成 

・地区毎の観光を牽引する人材の育成の検討と支援 
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施策３ 観光資源の活用 
３-① 射水ブランドの育成とマーケティング強化 

・本市のイメージや魅力を持ち帰ることができるような物語

性のある土産品の開発とブラッシュアップを行い、販路開

拓を支援 

・観光客だけでなく、地元住民にも好まれるような本市の食

を活かしたランチメニューを充実するとともに、その提供

店の情報をマップ化 

・民間事業者と連携し、純射水産サクラマスのブランド化を

促進 

・女性や若者をターゲットとした地元グルメ等をブラッシュ

アップし、インスタグラム等のＳＮＳに投稿し、話題にし

てもらえるように工夫 

３-② 観光の通年化 

・新湊漁港で水揚げされる春の「ホタルイカ」や春～秋の

「白えび」、冬に獲れる「寒ブリ」をはじめとする魚介類

と「ベニズワイガニ」によるキャンペーンを実施 

・市内事業者と連携した冬期イベントの充実と誘客を促進 

・宿泊施設の積極的な誘致を図り、富山新港背後地を中心

にビジネス客を対象とした企業への観光ＰＲ 

３-③ 多様なニーズに応える旅行商品の展開 

・市内の学生と連携し、若者や若い女性のニーズにあった市

内・県内・県外向けのイベントや観光コースを共同で開発 

・市内企業と連携し、昼セリ見学やかまぼこづくり体験、ア

ルミ工場見学等、産業観光を推進 

・漁業体験や農業体験等、本市の農林水産業をまるごと体験

できるツアーを企画 

・地元商店街が企画する集客イベントの促進 

 

 
施策４ 広域観光の推進 
４-① 広域連携事業の推進 

・「富山駅」、「新高岡駅」や「金沢駅」に観光マップやパン

フレットの設置の充実や北陸新幹線の沿線都市や飛越能

との連携による旅行商品の造成及び周遊観光を促進 

・西部６市が持つそれぞれの個性・特徴を集約した観光ツー

ルとして、呉西圏域による「環日本海の中核拠点」として

の連携を活用 

 

 

基本戦略Ⅲ 『射水市』の受入体制の整備 （射水市の観光を持続的に発展するための基盤整備） 
施策１ 観光客の受入基盤の整備 
１-① 観光客の受入環境の向上 

・市内全域を移動することができる公共交通のメリットを活

かし、生活路線に観光振興の視点を取り入れた２次・３次

交通の確保を推進 

・小杉駅が射水市の２次交通の玄関口（ファーストタッチ、

ラストタッチとなる駅）となるための情報提供機能の整備

や射水ベイエリア観光周遊バスの運行 

・観光客が安心して市内を回遊できる情報基地、あるいは休

憩地点として、観光機能も備えた公共交通ターミナルの整

備を推進 

１-② 外国人観光客のための環境整備 

・主要観光施設や公共交通機関の駅等にＷｉ-Ｆｉ整備を促

進 

・今後訪日が見込まれる様々な国の言語に対応していくた

め、公共交通機関や観光施設をはじめとする案内標記や

アナウンスの多言語対応を促進 

 

施策２ 観光地の価値の保全と向上 
２-① 自然や景観等の保全 

・歴史的風致や景観の保全促進     ・文化財の保存と活用促進 
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７ 計画の推進 
行政、観光協会、地域のＮＰＯ法人やボランティア団体、まちづくり団体、経済団体、農業団体、漁業団体、市内事業者、市

民等の様々な関係者が各々の役割を理解し、「つながる力」（関係者がみんなで力を合わせて押す力）によって、市内全体に観光

客の回遊と観光消費の活性化を波及していきます。 

 

①「地域内のつながる⼒」を⾼める 
各々の地区に住む人がそれぞれの地区を学び、郷土愛と

理解を深めていくとともに、地域観光振興の核となる人材

を発掘・育成し、地区内のネットワークの強化に努めます。 

 

 

②「市内全域のつながる⼒」を⾼める 
将来的には、このネットワークを市内全域に広め、地区

内だけでは不可能であったことを連携によって補強し、強みを更に伸ばすことで、「気

づき」による新しい観光商品やルートの開発、サービスの提供等の可能性を広げ、付

加価値の向上に努めます。 

 

 

③「市域を超えたつながる⼒」を⾼める 
このような取組により、市民自らが楽しめる環境を整備・創出していくことで、市

の活力が満ち輝き、その魅力に導かれた県内外や国外とのつながりを広げます。 

 

 

 

 

 

８．計画の進⾏管理 
計画の進行管理にあたっては、「Ｐｌａｎ（計画

の再策定・修正）」「Ｄｏ（事業の実施）」「Ｃｈｅ

ｃｋ（実施状況の点検・評価、報告・公開）」「Ａ

ｃｔｉｏｎ（事業の継続または見直し）」という「Ｐ

ＤＣＡサイクル」により、その実施状況を定期的

に点検・評価していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

行政 

経済団体 

農業・漁業団体 

観光協会 

まちづくり団体 

市内事業者 

市民 

ＮＰＯ・ 

ボランティア団体 

新湊地区 

⼩杉地区 ⼤⾨地区 

⼤島地区 下地区 

射⽔市 

Ｄｏ 
事業の実施 

Ｐｌａｎ 
計画の再策定・修正 

Ｃｈｅｃｋ 
 

ＰＤＣＡ 
サイクル 
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射水市観光振興計画（素案）に関する意見募集結果について 

 

１ 意見募集期間等 

 ・意見募集期間  平成３０年１月１１日（木）から１月３１日（水） 

 ・意見提出者  １名 

 ・意 見 総 数  ３件 

 ・周 知 方 法  港湾・観光課（大島分庁舎１階）、市庁舎１階総合案内 

付近、各地区センター、各図書館、ホームページ 

 

２ 意見の概要等 

№ 該当箇所 意見の概要 意見に対する考え方 

１ P.1 

計画策定

の目的 

計画策定の目的に、

基本戦略と施策の中に

行政だけではなく市民

の積極的な役割を期待

していることから、市

民の参加を促すもので

あることも記述しては

どうか。 

市民の参加を促すことは、目的を

達成するための手法と考えられる

ことから、「戦略と施策」や特に「計

画の推進」に明記しています。 

 

２ P.35 

取組 

基本戦略Ⅱの施策Ⅰ

の②射水ベイエリアか

ら市内への回遊性向上

についての重点的な取

り組みとして、射水ベ

イエリア以外の早急な

魅力発掘と発信力強化

対策を盛り込む必要が

あるのではないか。 

 射水市の認知度が低いことから、

まずは、射水ベイエリアを観光の核

と位置付け集客を図ることとして

おりますが、併せて射水市ベイアリ

ア以外の魅力発掘と発信も重要と

考えており、基本戦略Ⅰの施策１の

②市のイメージのブラッシュアッ

プの重点的な取組の中で明記して

います。 

 また、基本戦略Ⅱの施策２の①観

光産業従事者の育成と連携強化で

は、観光の担い手となる組織の連携

も重点的な取組としており、意欲あ

る事業者や団体等を支援しながら

地域の活性化に努めてまいります。 

３ P.31～43 

取組 

 【取組】の表につい

て、取組主体と取組の

内容との関係がわかり

 この計画を推進していくために

は、「計画の推進」に示したとおり、

行政、観光協会、地域のＮＰＯ法人



     

2 

にくいので、少なくと

も◎重点的な取組との

関係をわかりやすくす

るために取組主体をキ

ーワードとした表を別

表として記載できない

か。 

やボランティア団体、まちづくり団

体、経済団体、農業団体、漁業団体、

市内事業者、市民等の様々な関係者

が連携し、一体となって取り組む必

要があります。 

 この計画の取組をベースに、事業

実施主体の具体的な個別事業や役

割について、関係機関と協議しなが

ら、射水市観光振興計画推進会議

（仮称）を設置し検討してまいりま

す。 
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第１章 計画策定の目的                      

１．計画策定の目的 

2012（平成24）年３月に策定した「射水市観光・ブランド戦略プラン」では、「食・水・祭」

を基本方針とし、「地域イメージの向上」と「交流人口の増加」を図ってきました。 

その後、北陸新幹線開業をはじめ、新湊大橋の開通、数々のドラマや映画のロケーションに活

用されるなど、本市の観光を取り巻く環境は大きく変化しています。 

そのため、今後さらに多様化する観光ニーズや増加する訪日外国人観光客の受け入れに対して

「射水市らしい」対応を図っていく必要があります。 

このことから、本市が持つ自然特性や立地特性を活かし、定住・交流人口の拡大はもちろん、

観光消費の拡大等を図るため、ブランディング※１とマーケティング※２の視点を活用しながら、戦

略的かつ実益的な射水市観光振興計画を策定します。 

 

 

２．計画の位置付けと関連計画 

本市の最上位計画である「第２次射水市総合計画」（計画期間 2014（平成26）年度～2023（平

成 35）年度）や「射水市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（計画期間 2015（平成 27）年度～

2019（平成 31）年度）、そして、射水みなとまちづくり方策（2014（平成 26）年３月策定）をは

じめ、国や県の関連計画との整合性を図りながら、本市の観光振興に関する内容を計画的かつ戦

略的に推進するための基本目標や施策の方向性、選択と集中による取組、計画推進のための役割

分担と推進体制を示したものです。 

図．射水市観光振興計画と関連計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．計画の期間 

本計画の期間は、2018（平成30）年度から2022（平成34）年度の５年間とします。 

なお、社会経済情勢の変化や計画の進捗状況に応じて、事業や目標等の見直しに努め、効果的

な実施を図っていきます。 

第 ２ 次 射 水 市 総 合 計 画 

 
射水市観光振興計画 
2018(平成30)年 
 ～2022(平成34)年 

国・県等の計画 

射水市まち・ひと・しごと創生 総合戦略 

その他関連計画 
・射水みなとまちづくり方策 

・射水市中小企業振興計画 

・射水市６次産業化推進戦略 
・射水市都市計画マスタープラン 
・射水市住まい・まちづくり計画 

・射水市空家等対策計画 
・射水市公共交通プラン 
・射水市環境基本計画  等 
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第２章 観光の現状と動向                     

１．国・富山県の観光動向 

（１）国内の観光動向 

①国内旅行消費額 

国内の旅行消費25.5兆円が日本経済にもたらす経済効果は、生産波及効果が 52.1兆円、付加

価値効果が25.8兆円、雇用効果が440万人と推計され、税収効果が4.6兆円と試算されています。 

図．国内における旅行消費25.5兆円の市場別構成比と経済効果(2015年) 

 

 
 
  経済効果 うち直接効果 

生産波及効果 52.1兆円 24.2兆円 

付加価値効果 25.8兆円 12.1兆円 

雇用効果 440万人 231万人 

税収効果試算 4.6兆円 2.1兆円 

 

 

 

 

②国内旅行市場 

2015（平成27）年の国内旅行市場は、市場区分や費用負担者、旅行形態ともに「個人」に関す

る項目が最も多く、日帰り旅行より宿泊旅行の延べ旅行者数が多くなっています。 

 
表．国内旅行市場の推移（単位：％） 

  
2011年 
(平成23年) 

2012年 
(平成24年) 

2013年 
(平成25年) 

2014年 
(平成26年) 

2015年 
(平成27年) 

市場区分 個人で実施する観光旅行 45.5 46.3 52.7 53.1 53.2 

 帰省や家事のための旅行 22.0 20.1 17.2 16.3 15.3 

 組織が募集する団体旅行 4.5 5.1 3.6 5.0 5.2 

 出張や業務旅行 16.2 16.3 16.2 16.0 16.7 

 会社がらみの団体旅行 3.5 3.7 3.4 4.1 4.4 

 その他の旅行 8.2 8.5 6.9 5.4 5.3 

費用負担者 個人負担 72.0 71.5 73.5 74.4 73.6 

 法人負担 19.8 20.0 19.6 20.2 21.1 

 その他の旅行 8.2 8.5 6.9 5.4 5.3 

旅行形態 個人旅行 83.7 82.7 86.1 85.5 85.1 

 団体旅行 8.0 8.8 7.0 9.1 9.6 

 その他の旅行 8.2 8.5 6.9 5.4 5.3 

 

日本人国内

宿泊旅行

16.3兆円

63.7%

日本人国内日帰り旅行

4.6兆円

18.0%

日本人海外旅行

1.3兆円

5.3%

訪日外国人旅行

3.3兆円

13.0%

資料：国土交通省観光庁「旅行・観光産業の経済効果に関する調査研究」（2017年） 

 

資料：公益財団法人日本交通公社「旅行年報」（各年） 
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表．日本人国内旅行の延べ旅行者数の推移（単位：千人回、％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③国内の訪日旅行の動向 
国内旅行消費額に占める訪日観光消費は2011（平成23）年以降増加傾向にあります。 

訪日外国人旅行者は、リーマンショックや新型インフルエンザの流行、東日本大震災により落

ち込む時期もありましたが、総じて増加傾向にあり、2016（平成28）年の訪日外国人旅行者数は

ビジット・ジャパン※３が開始された2003（平成15）年の約４倍以上になっています。 

  

表．内部観光消費に対する訪日観光消費の割合の推移（単位：兆円） 

 

 

 

 

 

 

 

図．ビジット・ジャパン開始以降の訪日外国人旅行者数の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

2011年

(平成23年)

2012年

(平成24年)

2013年

(平成25年)

2014年

(平成26年)

2015年

(平成27年)

訪日観光消費(A) 1.0 1.3 1.7 2.2 3.3

内部観光消費(B) 22.4 22.5 23.6 22.5 25.5

(A)/(B) 4.5% 5.7% 7.0% 9.8% 13.0%

資料：日本政府観光局(JNTO) 
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(平成20年)

2009年

(平成21年)

2010年

(平成22年)

2011年

(平成23年)

2012年

(平成24年)

2013年

(平成25年)

2014年

(平成26年)

2015年

(平成27年)

2016年

(平成28年)

ビジット・ジャパン 

開始 

資料：公益財団法人日本交通公社「旅行年報2016」 

宿泊旅行 日帰り旅行

観光・レクリ

エーション

帰省・知人訪

問等
出張・業務

観光・レクリ

エーション

帰省・知人訪

問等
出張・業務

313,561 166,678 92,929 53,954 298,964 192,824 51,733 54,407

100 53.2 29.6 17.2 100 64.5 17.3 18.2

315,549 171,759 91,604 52,186 297,201 195,903 46,321 54,977

100 54.4 29.0 16.5 100 65.9 15.6 18.5

320,416 176,421 92,761 51,233 310,534 206,272 48,257 56,006

100 55.1 29.0 16.0 100 66.4 15.5 18.0

297,343 160,026 86,385 50,932 297,878 188,629 47,692 61,557

100 53.8 29.1 17.1 100 63.3 16.0 20.7

312,985 171,689 87,258 54,037 291,730 193,702 42,823 55,205

100 54.9 27.9 17.3 100 66.4 14.7 18.9

2014年

(平成26年)

2015年

(平成27年)

2011年

(平成23年)

2012年

(平成24年)

2013年

(平成25年)

（万人） 

資料：国土交通省観光庁「旅行・観光産業の経済効果に関する調査研究」（各年） 
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観光・レジャー目的で訪れた訪日外国人の旅行手配方法を国籍・地域別にみると、台湾や中国、

ベトナムを除くほとんどの地域で「個人手配」が６割以上となっています。台湾や中国、ベトナ

ムは全国籍・地域に比べて「団体ツアー」や「個人旅行パッケージ」の割合が多く、特に中国は

「団体ツアー」の割合が45.1％と最も多くなっています。 
観光・レジャー目的で訪れた訪日外国人のツアー商品や往復航空（船舶）券の申込方法は、イ

ンドネシアやベトナムを除くほとんどの地域で「ウェブサイト」が多く、特に韓国、香港、シン

ガポール、英国、ドイツ、フランス、スペイン、米国が７割以上となっています。 

 

図．訪日外国人旅行者の旅行手配及び申込方法（観光・レジャー目的） 
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7.6

11.2

5.9

10.6

6.7

5.1

10.3

9.4

6.5

7.9

14.9

7.8

17.2

25.0

20.3

9.6

8.1

14.9

10.6

8.9

22.4

3.7

14.5

9.2

7.2

12.1

6.2

14.4

5.8

6.1

7.3

7.6

59.1

80.0

46.8

64.1

34.6

65.6

81.0

63.3

70.5

83.9

50.5

77.5

77.9

79.6

86.8

77.3

87.1

80.4

83.9

84.5

86.3

84.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国籍・地域

韓国

台湾

香港

中国

タイ

シンガポール

マレーシア

インドネシア

フィリピン

ベトナム

インド

英国

ドイツ

フランス

イタリア

スペイン

ロシア

米国

カナダ

オーストラリア

その他

団体ツアー 個人旅行パッケージ 個人手配

32.2

17.0

40.8

25.1

45.4

28.0

19.9

30.5

51.3

28.6

61.8

44.1

22.2

22.2

18.7

32.1

21.0

30.9

16.2

27.9

33.4

20.4

64.1

78.8

54.1

71.3

52.2

64.6

77.3

67.0

43.4

68.7

35.2

50.2

74.4

76.8

78.5

64.4

77.9

63.6

79.1

68.8

65.4

78.2

3.7

4.2

5.0

3.5

2.4

7.4

2.8

2.5

5.3

2.7

3.0

5.7

3.4

1.1

2.8

3.5

1.1

5.5

4.7

3.2

1.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国籍・地域

韓国

台湾

香港

中国

タイ

シンガポール

マレーシア

インドネシア

フィリピン

ベトナム

インド

英国

ドイツ

フランス

イタリア

スペイン

ロシア

米国

カナダ

オーストラリア

その他

店頭 ウェブサイト 電話等その他

資料：国土交通省観光庁「訪日外国人の消費動向 平成28年 年次報告書」（2016年） 

【旅行手配方法】                【ツアー商品等申込方法】 
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 訪日外国人旅行者の日本滞在中の行動は、日本食を食べ、ショッピングを楽しみながら繁華街

を歩く他、自然・景勝地を観光し、日本の酒を飲む等、日本の生活文化に触れる行動が多くなっ

ています。 

 
図．訪日外国人旅行者の日本滞在中の行動（上位項目を抜粋） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

95.8

84.1

71.2

64.0

42.9

37.9

34.5

24.1

22.3

21.7

20.0

96.1

83.4

73.3

66.4

43.2

36.7

34.0

24.4

23.1

20.7

20.5

0 20 40 60 80 100

日本食を食べること

ショッピング

繁華街の街歩き

自然・景勝地観光

日本の酒を飲むこと

温泉入浴

旅館に宿泊

日本の歴史・伝統文化体験

日本の日常生活体験

テーマパーク

美術館・博物館

2015(平成27)年

2016(平成28)年

（％） 

資料：国土交通省観光庁「訪日外国人の消費動向 平成28年 年次報告書」（2016年） 
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（２）富山県内の観光動向 

①県内観光客入込数 

富山県の観光客入込数（延べ数）は増加傾向にあり、2016（平成28）年は35,270千人となっ

ています。 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②県内の外国人旅行者の動向 

富山県内主要宿泊施設の外国人宿泊者数は増加傾向にあります。2016（平成28）年の富山県内

の宿泊者数は「台湾」（76千人）が最も多く、総数の約３割となっています。 

 
図．富山県内主要宿泊施設の外国人宿泊数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：富山県「富山県観光客入込数（推計）」（各年） 

25,955 
27,587 

29,416 29,036 

34,126 35,270 
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(平成24年)
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(平成25年)

2014年

(平成26年)

2015年

(平成27年)

2016年

(平成28年)

（千人） 

図．富山県の観光入込客数の推移 

東日本大震災 

（千人） 
北陸新幹線開業等 

（千人） 
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(平成23年)
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(平成24年)
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(平成25年)

2014年

(平成26年)
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(平成27年)
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(平成28年)

総数 台 湾 韓 国 中 国 香 港 タ イ

資料：富山県「富山県観光客入込数（推計）」（各年） 
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（３）国・富山県の観光振興政策 

国は、2013（平成 25）年３月に「観光立国推進閣僚会議」を立ち上げ、「観光立国実現に向け

たアクションプログラム」を実行しています。2015（平成 27）年 11月には「明日の日本を支え

る観光ビジョン構想会議」を立ち上げ、2016（平成28）年３月に策定した「明日の日本を支える

観光ビジョン-世界が訪れたくなる日本へ-」において、『日本は、自然・文化・気候・食という観

光振興に必要な４つの条件を兼ね備えた、世界でも数少ない国の一つであり、これらの豊富な観

光資源を真に開花させることにより、観光を我が国の基幹産業へと成長させ、「観光先進国」の実

現に向けて攻めの取組を進めていくこと』としています。 

 

富山県は、2008（平成20）年を「観光振興元年」と位置づけ、同年４月に観光・地域振興局を

設置し、観光振興と地域の魅力づくりを一体的に進めるための組織の充実を図り、積極的な取組

を行っています。2016（平成28）年３月に「とやま新時代」にふさわしい「新・富山県観光振興

戦略プラン」を策定し、2015（平成 27）年３月に開業した「北陸新幹線」の開業効果と、「地方

創生」を最大限に活かしながら、これまで以上に戦略的に観光振興に取り組むこととしています。 

 
■明日の日本を支える観光ビジョン：2016 (平成28)年３月策定 
新たな目標へ

の挑戦 

●訪日外国人旅行者数  2020年：4000万人 2030年：6000万人 

●訪日外国人旅行消費額 2020年：８兆円  2030年：15兆円 

●地方部（三大都市圏以外）での外国人延べ宿泊者数 

            2020年：7000万人泊 2030年：１億3000万人泊 

●外国人リピーター数  2020年：2400万人 2030年：3600万人 

●日本人国内旅行消費額 2020年：21兆円 2030年：22兆円 

３つの視点と 

10の改革 

視点１ 観光資源の魅力を極め、地方創生の礎に 

①公的施設：「魅力ある公的施設」を、ひろく国民、そして世界に開放 

②文化財：「文化財」を、「保存優先」から観光客目線での「理解促進」、そして「活用」へ 

③国立公園：「国立公園」を、世界水準の「ナショナルパーク」へ 

④景観：おもな観光地で「景観計画」をつくり、美しい街並みへ 

視点２ 観光産業を革新し、国際競争力を高め、我が国の基幹産業に 

⑤観光産業：古い規制を見直し、生産性を大切にする観光産業へ 

⑥市場開拓：あたらしい市場を開拓し、長期滞在と消費拡大を同時に実現 

⑦観光地経営：疲弊した温泉街や地方都市を、未来発想の経営で再生・活性化 

視点３ すべての旅行者が、ストレスなく快適に観光を満喫できる環境に 

⑧滞在環境：ソフトインフラを飛躍的に改善し、世界一快適な滞在を実現 

⑨地方交流：「地方創生回廊」を完備し、全国どこへでも快適な旅行を実現 

⑩休暇：「働きかた」と「休みかた」を改革し、躍動感あふれる社会を実現 

 
  

  

資料：観光庁 
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■新・富山県観光振興戦略プラン：2016 (平成28)年３月策定 

基本目標 選ばれ続ける観光地 富山－『海のあるスイス』を目指して－ 

将来像 ●「海のあるスイス」：世界遺産・世界水準の山岳リゾート＋世界で最も美しい湾 

●「富山で休もう。」：上質なライフスタイルのブランド 

施策 ●マーケティング※２に基づく観光地域・ブランドづくり 

●質の重視と地域内経済循環の促進 

●世界水準に相応しい旅行者の受入体制整備 

重点的に取り

組む施策 

（１）戦略的な観光地域づくり 

（２）広域観光の拠点化 

（３）富山らしい魅力創出 

（４）戦略的なプロモーション 

（５）国際観光の推進 

（６）コンベンション※４の誘致促進 

 
 

  

資料：富山県 
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２．射水市のイメージの現状 

（１）全国における射水市の認知度・魅力度 

 認知度や情報接触度、魅力度等のランキングにおいて、「魅力度」「観光意欲度」の10位までに

「金沢市」が入っており、「富山市」は、「産品購入意欲度」が59位、その他の項目は102～125

位に入っています。本市はすべての項目が500位以下となっており、高い順位とは言えません。 

 
表．認知度・情報接触度などの1000市区町村ランキング 

認知度 情報接触度 魅力度 観光意欲度 産品購入意欲度 

順位 
都市名 

（点数） 
順位 

都市名 

（点数） 
順位 

都市名 

（点数） 
順位 

都市名 

（点数） 
順位 

都市名 

（点数） 

1 
京都市 

(61.2) 
→ 1 

札幌市 

(56.1) 
↑ 1 

京都市 

(48.1) 
↑ 1 

札幌市 

(53.4) 
↑ 1 

夕張市 

(52.2) 
↑ 

2 
名古屋市 

(60.2) 
↑ 2 

渋谷区 

(54.7) 
↑ 2 

函館市 

(47.7) 
↓ 2 

京都市 

(53.1) 
→ 2 

仙台市 

(49.2) 
↑ 

3 
札幌市 

(58.7) 
↑ 3 

京都市 

(53.4) 
↑ 3 

札幌市 

(47.0) 
→ 3 

函館市 

(52.8) 
↓ 3 

札幌市 

(48.1) 
↑ 

4 
新宿区 

(57.6) 
↓ 4 

新宿区 

(53.1) 
↓ 4 

小樽市 

(41.3) 
→ 4 

小樽市 

(48.0) 
→ 4 

函館市 

(47.0) 
↑ 

5 
神戸市 

(57.1) 
↑ 5 

熊本市 

(52.6) 
↓ 5 

鎌倉市 

(40.5) 
↑ 5 

屋久島町 

(47.6) 
↑ 5 

魚沼市 

(43.8) 
↑ 

6 
横浜市 

(56.2) 
↑ 6 

名古屋市 

(52.0) 
↑ 6 

横浜市 

(39.7) 
↓ 6 

鎌倉市 

(45.9) 
↑ 6 

喜多方市 

(43.0) 
↓ 

7 
渋谷区 

(54.5) 
↑ 7 

仙台市 

(51.2) 
↑ 7 

神戸市 

(38.1) 
↑ 7 

神戸市 

(44.9) 
↑ 7 

松阪市 

(42.9) 
↓ 

8 
函館市 

(54.3) 
↓ 8 

福岡市 

(50.8) 
↑ 8 

金沢市 

(37.3) 
→ 8 

横浜市 

(44.7) 
↓ 8 

小樽市 

(42.2) 
↓ 

9 
大阪市 

(54.2) 
↓ 9 

横浜市 

(50.3) 
↓ 9 

富良野市 

(36.5) 
↓ 9 

金沢市 

(44.6) 
↓ 9 

福岡市 

(41.9) 
↑ 

10 
仙台市 

(52.7) 
↑ 10 

函館市 

(49.9) 
↓ 10 

屋久島町 

(35.5) 
↑ 10 

仙台市 

(44.3) 
↑ 10 

名古屋市 

(41.6) 
↑ 

・ 

・ 

・ 

 

・ 

・ 

・ 

 

・ 

・ 

・ 

 

・ 

・ 

・ 

 

・ 

・ 

・ 

 

102 
富山市 

(38.2) 
↓ 125 

富山市 

(26.1) 
↓ 113 

富山市 

(15.0) 
↓ 103 

富山市 

(27.6) 
↓ 59 

富山市 

(31.4) 
↓ 

・ 

・ 

・ 

 

・ 

・ 

・ 

 

・ 

・ 

・ 

 

・ 

・ 

・ 

 

・ 

・ 

・ 

 

715 
射水市 

(12.5) 
↑ 755 

射水市 

(6.5) 
↓ 624 

射水市 

(3.3) 
↑ 508 

射水市 

(14.1) 
↑ 526 

射水市 

(20.7) 
↑ 

 

 

 

 

 

 

地域ブランド調査 

「認知度」「情報接触度」「魅力度」「観光意欲度」「産品購入意欲度」などの各指標を独自に設定し、20～70

歳代の消費者にインターネット調査を行い、回答を点数化・集計、評価を行っているもの。 

資料：株式会社ブランド総合研究所「地域ブランド調査2017」 
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（２）射水市のイメージ 

 2017（平成29）年の「射水市」のイメージ想起率は32.0％であり、2016（平成28）年より増

加しましたが、富山県内では７位、金沢市の半分以下となっており、射水のイメージがほとんど

想起されていない状態にあると言えます。 

なお、本市のイメージ想起率の内訳をみると、「農林水産業が盛んなまち」（6.5％）が最も多く

なっています。 

 
図．富山県内の市のイメージ想起率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．射水市のイメージ（14項目、複数回答） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

イメージ想起率 

各自治体に対して、市区町村のイメージのどれか 1つでもイメージがあると回答した人の割合で、「自治体の

イメージ」の14項目の各設問に全て回答しなかった人の割合（無回答）を引いて算出したもの。 

イメージ想起率＝100（％）－「無回答」者割合（％） 

（％） 
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2016(平成28)年 2017(平成29)年

（％） 

資料：株式会社ブランド総合研究所「地域ブランド調査」（2016・2017年） 
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資料：株式会社ブランド総合研究所「地域ブランド調査」（2016・2017年） 
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地域資源※５のイメージに対する評価をみると「海・山・川・湖などの自然が豊か」（8.3％）が

最も多く、次いで「地元産の食材が豊富」（6.1％）、「地域を代表する産業や企業がある」（3.6％）

となっています。 

特に、「地元産の食材が豊富」「地域を代表する産業や企業がある」といったイメージは全国平

均以上となっています。 

 
図．射水市の地域資源のイメージ評価（16項目、複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：株式会社ブランド総合研究所「第12回地域ブランド調査2017」 
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３．射水市の観光の現状 

（１）射水市の概要 

①位置 

 本市は、環日本海交流拠点である富山県のほぼ中央に位置しており、東方は富山市、西方は高

岡市、南方は砺波市に隣接しています。半径約７キロメートルのまとまりある土地面積は109.43

平方キロメートル（うち可住地面積 97.07平方キロメートル、約 89％）で、北は富山湾に面し、

中央に射水平野、南部に射水丘陵を配し、標高０～140.2メートルを測り、県土面積の約2.6％を

占めています。 

図．射水市の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

富山湾 

富山市 

高岡市 

資料：射水市ホームページ 

砺波市 
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②沿革 

 「射水」という地名は、古くから書物や地図にその名が記されるなど、長い歴史を持つ由緒あ

る名前です。 

射水市は、富山県を代表する大河である神通川と庄川の間に広がり、中小の河川や地下水に恵

まれた土地として古くから栄えてきました。 

行政区域としての「射水郡」という地名の初見は、古代の 746年に越中の国司として伏木に赴

任した大伴家持の長歌（『万葉集』）にみえ、奈呉の浦（新湊）や三島野（大島、大門一帯）の地

名も詠まれています。 

 中世の射水平野は、古放生津潟が大きく広がっていましたが、潟に流入する下条川、鍛冶川、

神楽川等の堆積作用によって、次第に射水平野が形成されました。 

 下村の加茂神社は、1066年に京都の下鴨神社から勧請して成立したとされ、射水地方の賀茂神

をまつる社の総社とされています。 

 鎌倉時代には放生津（新湊）に守護所が置かれ、以後、数百年間、放生津は越中の政治・経済・

文化の中心となりました。1493年には室町幕府の将軍足利義材が京都で起きた政変を避け、約５

年間滞在した放生津で政権を樹立しました。今日、この政権は「越中幕府」や「放生津幕府」と

呼ばれています。放生津の義材のもとには、全国から公家、僧侶などの文化人が訪れ、歌会や連

歌会が多く開催されるなど、越中の芸術文化の振興・発展に大きく貢献しました。 

 近世初期の旧北陸道は、城下の金沢から今石動-中田-水戸田-黒河ルートでしたが、1660年代

以降は、高岡-大門-大島-小杉-下村を通ることとなり、大門・小杉・下村は市場町、宿場町とし

て栄えました。 

 近代になり1889（明治22）年に市制町村制が施行され、新湊市、小杉町、大門町では周辺の村々

と大同合併をすすめました。1963（昭和38）年には国営射水平野農業水利事業が行われ、平野は

肥沃な乾田農地に生まれ変わりました。 

 高度成長下の1964（昭和39）年に「富山・高岡新産業都市」の指定を契機に、放生津潟を掘り

込んで日本海側最大の富山新港の建設が開始され、その周辺は臨海工業地帯に、また太閤山には

一大ニュータウン、県民公園太閤山ランドが建設され、さらに大学や研究機関等も進出しました。

1973（昭和48）年には北陸自動車道の開通に伴い小杉インターチェンジが開設され、1983（昭和

58）年には小杉町、大門町が「富山テクノポリス」区域に指定されて流通業務団地が形成される

など、地域は大きく変貌しました。 

 2005（平成 17）年 11月１日、新湊市、小杉町、大門町、大島町、下村の５市町村が合併し、

射水市が誕生しました。 
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③人口 

 本市の人口は2005（平成 17）年の94,209人をピークに減少傾向にありますが、世帯数は増加

傾向にあり、核家族化が進んでいます。 

 年齢３区分別人口の占める割合は、老齢人口の割合は増加傾向にある一方で、年少人口や生産

年齢人口の割合は減少傾向にあり、少子高齢化が進んでいます。 

国立社会保障・人口問題研究所に準拠した人口推計によると、射水市の人口は2060年に約６万

人まで減少すると推計されますが、射水市人口ビジョンでは、2060年の目標人口を『72,000人』

とし、その人口の確保に向けて、射水市まち・ひと・しごと創生総合戦略の各種施策・事業を推

進していくこととしています。 

 
図．人口及び世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．年齢３区分別人口の占める割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【人口】                     【世帯数】 
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注）割合は，分母から不詳を除いて算出。   
資料：総務省統計局「国勢調査」（各年） 
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資料：総務省統計局「国勢調査」（各年） 
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④産業 

 本市の産業（３部門）別就業者数の構成比は、第３次産業が最も多く増加傾向にあり、第１次

産業と第２次産業が減少傾向にあります。 

 産業大分類別就業者数は、「製造業」（10,585人）が最も多く、次いで「卸売業，小売業」（7,582

人）、「医療，福祉」（5,991人）となっています。 

 
図．産業（３部門）別就業者数の構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．産業大分類別就業者数（2015 (平成27)年） 
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資料：総務省統計局「国勢調査」（各年） 
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（２）射水市の観光動向 

①射水市の観光客入込数 

本市の観光客入込数は呉西圏域の中で最も高い値で推移しており、微増傾向にあります。 

本市の四半期別観光客入込数は、過去５年間のうち2015（平成27）年の観光客入込数が高い値

で推移しています（但し、７～９月は2012（平成24）年が最も多い）。 

しかし、いずれの年も１～３月の観光客入込数は、最も観光客入込数が多い７～９月の半分以

下となっており、通年観光を図るためには冬場の観光客対策が必要と言えます。 

 
図．射水市をはじめとする呉西圏域の観光客入込数（延べ数）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．射水市の四半期別観光客入込数（延べ数）の推移 
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資料：富山県「富山県観光客入込数（推計）」（各年） 

資料：富山県「富山県観光客入込数（推計）」（各年） 
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 射水市内の主な主要観光施設等（観光資源）と各々の入込数は以下のとおりです。 

 「海王丸パーク」「県民公園太閤山ランド」「道の駅カモンパーク新湊」「新湊きっときと市場」

の入込数は年間60万人以上となっており、射水市の中でも集客力を持つ施設と言えます。 

  
表．射水市主要観光施設等入込数    （各年1月～12月、単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：射水市港湾・観光課調べ（2015・2016年） 

観光施設 2015(平成27)年 2016(平成28)年

イベント名等 入込数 入込数

海王丸パーク 1,075,100 1,016,100 △ 59,000
海王丸係留、レストラン、軽食、イベント広場、

展示室等

県民公園太閤山ランド 740,166 808,347 68,181
プール、こどもみらい館、体育館、多目的スペー

ス、円形ステージ等

県民公園新港の森 124,930 122,650 △ 2,280野球場、陸上競技場、緑地等

新湊博物館 6,518 9,113 2,595常設展示、企画展示

陶房匠の里 13,430 14,549 1,119陶芸体験、陶芸販売、研修室等

大島絵本館 37,471 36,818 △ 653絵本ギャラリー、軽食、ホール、企画展示等

道の駅カモンパーク新湊 718,484 752,013 33,529レストラン、軽食、特産物販売等

川の駅新湊 43,716 65,384 21,668レストラン、特産物販売、ギャラリー、曳山展示等

新湊きっときと市場 638,500 621,200 △ 17,300飲食、特産物販売等

小杉カントリークラブ 54,458 47,769 △ 6,689ゴルフ場

太閤山カントリークラブ 57,808 57,459 △ 349ゴルフ場

パークゴルフ南郷 39,555 38,277 △ 1,278パークゴルフ場

下村パークゴルフ場 46,762 46,631 △ 131パークゴルフ場

海老江海浜公園海水浴場 27,642 28,419 777海水浴場（夏季限定）

放生津八幡宮 27,898 24,032 △ 3,866神社

櫛田神社 111,600 148,700 37,100神社

加茂神社 6,000 6,000 0神社

蓮王寺 5,480 5,380 △ 100寺

やんさんま 5,000 5,000 0加茂神社（５月）

海老江曳山まつり 25,000 10,000 △ 15,000海老江地区曳山３基（９月）

新湊曳山まつり 80,000 100,000 20,000新湊・放生津地区曳山１３基（１０月）

大門曳山まつり 10,000 10,000 0大門地区曳山４基（１０月）

越中だいもん凧まつり 50,000 50,000 0大門地区（５月）

射水市獅子舞競演会 7,000 7,000 0新湊きっときと市場前（６月）

小杉みこし祭り 14,000 18,000 4,000小杉庁舎周辺（８月）

富山新港新湊まつり 50,000 50,000 0海王丸パーク（７月）

ふるさと商工まつりin射水 7,000 7,000 0小杉庁舎周辺（８月）

農業産業まつり 10,000 10,000 0アルビス小杉総合体育センター（11月）

新湊カニかに海鮮白えびまつり 50,000 50,000 0新湊漁港（１０月）

漁港　セリ見学 15,069 12,681 △ 2,388

特産物

販売

増減 内容

観光

・

交流

拠点

6,100 05,000人以下の施設・イベント

スポーツ

拠点

神社

仏閣

神事

イベント

食の

イベント

その他

黒河夜高祭り、稚児舞、火渡り

神事（櫛田・熊野）
6,100
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②射水市の宿泊施設数及び客室数 

射水市の客室数は呉西圏域６市の中で５番目であり、富山市の約２％、高岡市の約８％しかな

く、通過型の観光にならざるを得ない状況にあると言えます。 

市内の宿泊者数は、春や秋に比べて、冬は半分以下となっています。 
 
 

 ホテル 旅館 計 

施設数 客室数 施設数 客室数 施設数 客室数 

射水市 2 60 6 113 8 173 

高岡市 12 1,345 31 674 43 2,019 

砺波市 4 542 12 229 16 771 

南砺市 3 73 34 416 37 489 

小矢部市 1 14 8 73 9 87 

氷見市 9 273 38 498 47 771 

(参考)富山市 52 5,328 118 2,082 170 7,410 

 

 
図．2016（平成28）年の宿泊者数の月別推移（客室数30室以上の市内宿泊施設） 

 
 
  
 
   
 
 

③観光情報（ホームページ）への訪問数 

本市の観光情報（ホームページ）への訪問数は、年々増加の傾向にあります。 

2016（平成28）年の月別推移をみると、５月、７～10月は30千回以上となっており、特に10

月の訪問数（42,229回）が最も多くなっています。一方、１～４月、11・12月は 25千回未満で

推移しています。 

 
図．射水市の観光情報（ホームページ）への訪問数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

（回） 

表．射水市をはじめとする県西部６市の宿泊施設数及び客室数 

資料：富山県「平成28年 富山県観光客入込数（推計）」（2016年） 
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④射水市の交通 

ア．北陸新幹線の開業 

 2015（平成 27）年３月 14日の北陸新幹線の開業により、本市と隣接する富山市と首都圏は約

２時間で結ばれ、新幹線の持つ「高速・定時・大量」といった旅客力が発揮されています。 

 

イ．新湊大橋の開通 

新湊大橋の開通（車道部は2012（平成24）年９月・歩道部は2013（平成25）年６月）により、

東西のベイエリアがつながったとともに、ランドマーク※６としての役割を担っています。 

 

ウ．市内交通網 

 市内の交通網は、東西にあいの風とやま鉄道や北陸自動車道、国道８号、南北に国道 472号等

が整備され、市内移動手段には高岡市と新湊地区を結ぶ万葉線、19路線で市内を網羅するコミュ

ニティバス、デマンドタクシー（大門・大島地区、予約制、相乗り）、民間路線バス、タクシー等

があります。 

 
図．射水市コミュニティバスのルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：射水市ホームページ 
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⑤その他射水市の観光を取り巻く環境変化 

ア．旧新湊庁舎跡地の利活用「観光拠点機能を備えた公共交通の結節点」 

 本市では、2016（平成28）年の新庁舎開庁に伴い、各庁舎の建物や跡地の利活用の基本的な考

え方や方向性を定めました。 

 特に市内外の交流を促進する拠点となる旧新湊庁舎跡地利活用事業の事業計画の概要は以下の

とおりです。 

表．旧新湊庁舎跡地利活用事業の事業計画の概要 

事業名称 旧新湊庁舎跡地利活用事業 

事業対象用地 
・旧新湊庁舎跡地    約12,000㎡ 

・射水商工会議所所有地 約1,300㎡ 

事業目的 

観光・ものづくりゾーンとして、豊富な観光資源を生かし、安定的に交流人口を受け入れる

ため、公共交通（万葉線、コミュニティバス、路線バス等）の結節点として、観光機能も備

えた公共交通ターミナルの整備を図る。併せて、新湊地区センターや市民交流機能の他、地

元事業者の事務所等の機能も備えた複合交流施設の整備を図る。 

基本方針 

（１）新たな賑わいの創出へつながる施設計画 

・公共交通（あいの風とやま鉄道、万葉線）や他地区と動線整備（コミュニテイバス等）

を視野に入れた点在する観光資源との連携強化、観光客の受け入れ及び情報発信体制（観

光機能）の確保を行う。 

（２）地域への貢献 

・事業の実施にあたっては、地域経済の進行や地元雇用の創出を行う。 

・地域住民が集う交流の場としての位置付けの強化を行う。 

（３）ユニバーサルデザイン※７に配慮した施設計画 

・バリアフリーやユニバーサルデザインを取り入れ、乳幼児から高齢者、障がい者まです

べての市民にとって使いやすく、安心して快適に利用できる施設とする。 

位置付け 

 本事業用地は、射水市の主な観光資源である、新湊大橋、内川、新湊漁港、きっときと市

場、海王丸パークや港湾施設を有し、ものづくり企業が集積している「新湊地区」に位置し

ている。 

 市は、新湊地区のほかに、小杉地区、大門地区、大島地区、下地区から構成されており、

各々が合併前の旧中心市街地を中心とした生活圏を形成している。本事業は、これら地域間

連携の強化及び観光ネットワーク※８の整備を図り、市全域の観光・産業の振興を促し、住み

やすいまちとして賑わいを創出する役割を担っている。本事業により、以下の項目を実現さ

せ、新湊地区の活性化、定住・交流人口増加を図る。 

①地域住民が集う交流の場 

②点在する観光資源の連携 

③公共交通（あいの風とやま鉄道、万葉線）からの動線の確保 

④地域間連携の強化を図る公共交通（コミュニティバス等）の整備 

⑤観光客の受け入れ、情報発信体制（観光機能）の確保 

導入想定機能 

（１）公共施設としての必要機能 

・新湊地区センター 

・コンベンション※４施設 

・市民交流スペース 

・観光案内施設 

（２）民間施設として期待する機能 

・オフィス機能（地元事業者含む） 

・賑わい創出機能、定住促進等、地域の活性化に資する機能 

・地元食材販売所、宿泊施設等、観光振興に資する機能 

（３）公共交通ターミナルとしての必要機能 

・コミュニティバス、路線バス、観光バス、タクシー等の乗り入れを想定 
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イ．呉西圏域における広域連携「環日本海の中核拠点」 

呉西圏域は射水市や高岡市、氷見市、砺波市、小矢部市、南砺市の６市で構成され、高規格幹

線道路や鉄軌道、港湾等が集結する広域交通の結節点であり、国内のみならず、日本海対岸諸国

も視野に入れた広域的な交流・交易拠点という特色を持っています。人口減少・少子高齢化が進

行する昨今の社会情勢の中、地域の再生、創生を果たすため、富山県西部６市で構成する「とや

ま呉西圏域」において、「環日本海の中核拠点」を目指し、そのネットワーク※８の強化を図り、

地域経済の活性化や交流人口の拡大、定住の促進を図っていく必要があります。 

 

図．「とやま呉西圏域」連携中枢都市圏の形成イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．インバウンド※９の増大と2020（平成32）年東京オリンピック・パラリンピックの開催 

 中国発クルーズ船の寄港数の大幅増加やＬＣＣ（格安航空会社）の路線拡大、燃油サーチャー

ジの値下がりによる航空運賃の低下、継続する円安基調がもたらした訪日旅行の割安感、ビザ発

給要件の緩和、消費税免税制度の拡充等により、訪日外国人旅行者数の人数・伸び率はともに過

去最高を記録し、2016（平成 28）年の訪日外国人旅行者数は24,040千人（前年比21.8％増）と

なりました。 

 2020（平成32）年の東京オリンピック・パラリンピック開催に向けて、ハード・ソフトにわた

る観光インフラの整備に取り組んでいくことにより、今後の更なる市場拡大が期待されます。 

 

  

圏域が目指す 

将来像 
圏域づくりの基本方針 

圏域の成長を後押しする人づくり 

１ 圏域経済の成長基盤となる人材の育成 

２ 地域医療・福祉サービス人材の安定的供給 

３ 交流から定着につなげる人づくり 
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２ 「稼ぐ」呉西イノベーションの実現 

３ 戦略的な広域観光の推進 

つながりの深化による好循環の実現 

１ 公共交通ネットワークの活性化 

２ 総合的な地域医療・保健・福祉体制の構築 

３ 生涯安心して暮らせる圏域づくり 

圏域の役割 

圏域全体の 

経済成長の 

けん引 

高次の都市 

機能の集積 

・強化 

圏域全体の 

生活関連機

能サービス

の向上 
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（３）射水市観光・ブランド戦略プランに基づくこれまでの取組 

本市では、「地域イメージの向上」「交流人口の増加」を図るため、2012（平成24）年３月に「射

水市観光・ブランド戦略プラン」を策定しました。 

本市を象徴する、海・川・野が育む豊かな食、水辺の景観、市民参加・伝統ある祭りを３つの

資源とし、食の資源を中心に、個々の地域資源※５を確立・連携させ、広い分野に発信することを

基本方針として、４つの戦略による様々な取組を行ってきました。 

 

射水ブランドに係る数値目標 

地域イメージの向上（地域ブランド調査 魅力度） 

７３１位（2011(平成23)年度） ⇒ ５００位（2016(平成28)年度） 

 

観光交流に係る数値目標 

交流人口の増加（観光施設、イベント等入込数） 

３，２３８，６６６人（2010(平成22)年度）⇒４，０００，０００人（2016(平成28)年度） 

 

年度別数値結果 

年度 射水ブランドに係る数値結果（魅力度） 観光振興に係る数値結果（入込数） 

2012(平成24)年度 ６６８位      ３，９６９，１３１人  

2013(平成25)年度 ８００位      ３，８７１，９１９人  

2014(平成26)年度 ６３９位      ３，８８７，３９１人  

2015(平成27)年度 ５１０位（５５５位） ４，１０４，１５５人  

2016(平成28)年度 ８２８位      ４，１８４，９８６人  

※2016(平成28)年より回答対象者を20～60代から20～70代に拡大。2015(平成27)年は試験的に実施。 

 ［2015(平成27)年の（ ）内は回答対象者20～70代の順位］ 

 

 

戦略１ 地域イメージの全国発信 

■ベイエリアの活用【認知度 500位以内】 

取組内容 

2011年～ 

2012年 

2013年 

 

2014年 

 

2015年 

 

 

 

2016年 

2017年 

内川十楽の市（ＮＰＯ※10水辺のまち新湊） 

新湊大橋開通記念イベント 

あいの風プロムナード開通記念イベント、１周年記念イベント、ぱしふぃっくびぃなすサンセ

ットディナークルーズ 

ぱしふぃっくびぃなすワンナイトクルーズ、全国中学ヨット大会、世界で最も美しい湾クラブ

加盟 

ベイエリアキャッチフレーズ公募・決定「夢つなぐ きときと射水 ベイエリア」、射水観光情

報館リニューアルオープン、第１回タモリカップ開催、全国豊かな海づくり大会開催、第１回

富山マラソン開催、富山湾岸サイクリング2015開催、あいの風プロムナード・内川遊歩道が新

日本歩く道紀行100選に選定 

第２回タモリカップ開催、第２回富山マラソン開催、富山湾岸サイクリング2016開催 

第３回タモリカップ開催、第３回富山マラソン開催、富山湾岸サイクリング2017開催、 

あいのかぜジェントルライド開催 
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■ロケーションの誘致及び活用【映画、テレビ、ＣＭ等の撮影 年間10回以上】 

2012年 

2013年 

2014年 

 

 

2015年 

 

 

2016年 

 

2017年 

映画「脳男」「あなたへ」 

ＮＨＫラジオ公開収録（海王丸パーク）、インド映画 

ＮＨＫラジオ公開収録（海老江海浜公園）、映画「アオハライド」「仮面ライダードライブ」（爆

破シーン）、インド映画、ドラマ「タクシードライバーの推理日誌36」、テレビ「ぴったんこカ

ン・カン」 

テレビ「お袋もう一杯」「大食い選手権」「もしもツアーズ」「火曜サプライズ」、ドラマ「恋仲」、 

ＮＨＫ「鶴瓶の家族に乾杯」、ＣＭ「大人の休日倶楽部」（ＪＲ東日本）、映画「真白の恋」「人

生の約束」ロケ 

テレビ「24時間テレビ ダーツの旅スペシャル」、映画「ナラタージュ」ロケ、映画「人生の約

束」第７回ロケーションジャパン大賞、撮影サポート部門 特別賞 受賞 

アマゾンプライムビデオ「日本をゆっくり走ってみたよ」ロケ、映画「仮面ライダーＭＯＶＩ

Ｅ大戦2018」ロケ、映画「真白の恋」公開（2017年２月～）、映画「ナラタージュ」公開（2017

年10月～） 

 上記以外にも様々なロケが多数あり、商工会や商工会議所、水辺のまち新湊、観光協会等が富

山県ロケーションオフィスと連携し、ロケやエキストラ確保等に協力 

■市ゆかりの著名人との連携 

取組内容 

2014年 

2015年 

 

2016年 

2017年 

立川志の輔師匠を起用した観光ポスターを作成 

長野電鉄３駅でＰＲ展開、いみずＰＲ大使制度開始（観光協会）水越ユカ（ピースボイスエン

ターテイメント）が就任、東京都庁富山県ＰＲブースに参加、いみずＰＲ大使に雷鳥就任 

いみずＰＲ大使にＩＭＺｉｐ就任、映画「人生の約束」石橋冠監督に市政功労者表彰を授与 

立川志の輔師匠を起用した観光ポスターを作成 

 この他、県内外で行われる各種物産展・イベント等で展開 

 

戦略２ 食の魅力の創造 

■「ＪＡＰＡＮブランド」となる商品の創出【産品購入意欲度 150位以内】 

 

2012年 

2013年 

2015年 

<射水ブランド開発補助実績> 

きららか梨（射水市商工会） 

いみず丼（射水市商工会女性部） 

越のわたりがに（射水市漁業協議会） 

 

2005～2015年 

2005～2016年 

2008～2014年 

2013～2014年 

2015年 

2016年 

2017年 

<水産資源> 

いみずマリンバイオテクノロジー研究会 

近畿大学水産研究所富山実験場研究支援 

「近大・堀岡トラフグ」ＰＲ事業 

「サクラマス」養殖事業化試験飼育事業 

「トラフグ・サクラマス」ＰＲ事業 

「サクラマス」ＰＲ事業（純射水産サクラマス） 

「サクラマス」ＰＲ事業（純射水産サクラマス）継続、農山漁村新戦略調査研究 

■食が楽しめる空間の整備【空き店舗を活用した新規出店者数 ５事業者以上】 

 

2012年 

2015年 

2016年 

 

<新規出店> 

uchikawa六角堂、フェリシーナ 

海の駅Sinminato Sazan（サザン）、しろえび壱番屋 

お着替え処ＫＩＰＰＯ、蜻蛉玉Ｆｅ、小さなキッチン＆雑貨Ｌｕｐｅ（内川沿い）、 

番屋カフェ（渡辺邸）、ＬＥＴＴＥＲ（旧小杉郵便局）、貴婦人館（海王丸パーク内）、 

ビストロ ボン・グー（古民家） 
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2002年～ 

2011年～ 

2014年～ 

2016年 

2017年 

<イベント> 

旧北陸道アートin小杉（荒町商店街、ユニコネルモンド、鏝絵、竹内源造記念館） 

十楽の市（内川周辺）土蔵・番屋等を活用 

下条川桜まつり 

下条川夏まつり（2017年には下条川みこし祭りとして開催） 

ふるさと横丁（小杉駅北口） 

 

2013年～ 

2013･2015年 

2015年 

2016年 

2017年 

<フリーペーパー> 

市町村タイアップ事業（富山３３の旅冊子・・・秋：内川周辺、春：下条川周辺） 

るるぶＦＲＥＥ秋冬号（内川周辺食イベント） 

新湊 寺社さんぽ、新湊 街道さんぽ発刊（射水商工会議所） 

新湊 曳山さんぽ発刊（射水商工会議所） 

新湊 潟＆湾さんぽ発刊（射水商工会議所） 

 獅子舞競演会：2011～2016年 会場を新湊きっときと市場で実施（2017年度から富山新港花火

大会と統合） 

駐車場整備 ：旧新湊勤労青少年ホーム跡地に駐車場・トイレ整備 

ＩＣＴ※11の活用：「おさんぽいみず」による新湊、小杉地区の情報発信、「きららか射水観光Ｎ

ＡＶＩ」による観光情報の発信、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、ムズムズブログ、ツイッターによる観光

情報等の発信、「ディスカバートヤマ」による観光情報の発信 

■食のイベントの実施【新たな食のイベントの実施 ３事業以上】 

2013年 

 

2014年 

 

2017年 

射水Ｓ級グルメ発掘発信事業（イタリアンシェフ山根大助氏による射水産食材を使用した食事

会） 

「進撃のすりみ」（射水青年会議所）、とやまグルメランドinいみず、Ｂ級グルメイベントへの

いみず丼出店（射水市商工会）、カニむき選手権（射水商工会議所） 

きときといみず大漁まつり（日本橋とやま館） 

■食のアンテナショップの設置【新幹線駅での本市特産品の取扱い 20品以上】実績なし 

 

戦略３ ニューツーリズム※12の推進 

■ニューツーリズムの掘り起こし【ニューツーリズム商品 10商品以上】 

 

2012年～ 

 

2012･2013年 

2013年～ 

 

2014年 

2014年～ 

2015年～ 

2016年～ 

<体験型観光商品の開発> 

水辺空間着地型商品開発事業 

「昼セリ」の観光ルート化 

「養殖漁業の体験イベント」（堀岡北部漁業協議会） 

産業観光補助金制度開始（三協立山アルミ、北陸ポートサービス、新湊漁協、クロタニコーポ

レーション、ＪＦ堀岡養殖）、産業観光ツアー（射水商工会議所） 

竹内源造記念館リニューアル「鏝絵体験」 

万葉線フリー＆新湊クーポン、日経ラジオ「ムズムズするまち射水へＧＯ」 

新湊観光船とガイド付き内川散策 観光船下条川ルート開設（船体購入補助） 

下条川花見遊覧船 

 

2012年～ 

 

 

2013･2014年 

<観光ルートの構築>  

スマートフォンを活用した地域の情報発信サイトの構築 

2012年「おさんぽしんみなと」、2014年「おさんぽこすぎ」を2015年「おさんぽいみず」で統

合 

射水ビューポイント発掘事業・内川さんぽ発刊 

■祭りやイベント等の活用【祭り・イベントと商店街等との連携事業 ５事業以上】 

2016年 

2017年 

2016年～ 

ワンコイン笑店街×内川十楽の市 

ワン・ツーコイン笑店街×内川十楽の市 

新湊曳山祭×新湊曳山まつり市民プロジェクト 
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■観光事業の企画・提案【旅行会社等とのタイアップ ３事業以上】 

取組内容 

2012年～ 

 

 

 

2016年～ 

「新湊寿司組合と連携したバス誘客」（クラブツーリズム、阪急交通社、他） 

「着地型商品の共同企画の実施（昼セリ、ロケ地巡り、内川散策等）」 

（地鉄トラベル、新富観光） 

富山県西部地区観光協議会「びゅう」タイアップ企画 

観光事業者連絡会設置（観光協会） 

 その他、「とっておき観光情報ナビ」（ＪＴＢ）、「旅の発見」（近畿日本ツーリスト） 

■おもてなしの心の醸成【おもてなしの心養成研修参加者 350人以上】 

2012～2017年 

2014年 

観光ボランティアによるおもてなし研修 

職員おもてなし研修（市職員向け研修） 

 

戦略４ 交通アクセスの整備 

■万葉線（軌道）の延伸及び活用【高岡駅及び海王丸パークまでの延伸】 

2012年 

2014年 

ドラえもん電車運行（高岡市）2018年まで延長 

高岡駅構内まで延伸 

■コミュニティバス・デマンドバス等の検討 

2012年 

 

2013年 

2015年 

2016年 

2016･2017年 

デマンドタクシー本格運行（4月～） 

コミュニティバス通常路線 １路線増 計18路線（6月～） 

富山ぶりかにバス運行（10月～） 

加越能バス 新高岡駅-海王丸直通バス運行（2018年３月末廃止） 

コミュニティバス通常路線 １路線増 計19路線（0番線10月～） 

射水ベイエリア観光周遊バス試験運行 

■車社会への対応 

2014年～ ドライブ雑誌への掲載「北陸ドライブ」、射水市グルメ＆観光ＭＡＰの製作、旧新湊勤労青少年

ホーム跡地（奈呉町）に駐車場整備（2014年） 
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４．射水市の観光に対する課題 

 本市をとりまく観光の現状と動向、アンケート調査の結果、今までの取組等から導きだされた

８つの課題について、「認知度向上」をはじめ、「魅力度向上」、「受入体制整備」の視点から取り

組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題１ 射水市のアイデンティティ※13の確立と積極的・戦略的なプロモーション 

本市の認知度・魅力度等は、決して高いと言えません。 

観光客にとって各々の観光ニーズに適した都市であると「認識」され、他都市

との比較において「選択」されるよう、射水市の観光資源の中から、本物（魅力）

をブラッシュアップ※14するとともに、積極的かつ戦略的な情報発信により、“射

水市”そのものの認知度向上と、市内の地域資源※５のイメージの向上を図ってい

く必要があります。 

 

認
知
度
向
上  

課題２ 集客力を持つ地域資源が集中している“射水ベイエリア”の活用 

年間60万人以上の入込数を持つ観光施設や、観光関連事業者が活用すべきとす

る地域資源は、“新湊地区”、特に“射水ベイエリア”に集中しています。 

新湊地区を訪れる観光客が、市域全体を周遊したいと感じるよう、海王丸パー

クや内川をはじめとする新湊地区の地域資源の魅力をより尖らせるとともに、各

地区の地域資源についてもブラッシュアップを図っていく必要があります。 

 

魅
⼒
度
向
上  

課題３ 射水市全体でのおもてなしと射水市ファンの獲得 

観光の産業化は地域経済の活性化につながり、心のこもった“おもてなし”に

よる市民と観光客の交流はリピーターをつくります。 

本市の観光産業の担い手となる人材を育成・誘致するとともに、それらの人が

起業しやすい環境づくりを支援する必要があります。 

また、各地区にある“こだわり”を活かしつつ、各地域のＮＰＯ※10法人やまち

づくり団体等の連携を図るとともに、市民が自ら本市での暮らしを楽しみ、観光

客に“わがまち”を自慢できるような郷土愛を醸成する機会と、交流によって射

水市ファンを獲得していく必要があります。 

課題４ 冬の魅力強化による通年観光化 

本市の冬の観光客入込数は夏の約半数です。 

「食」や「雪景色」等を活用した冬の魅力を楽しめる仕掛け・仕組みを強化し

発信することで、通年観光を図っていく必要があります。 

課題５ 滞在時間の延長と観光消費を増やす商品づくり 

市内の客室数は富山市の約２％、高岡市の約８％しかなく、本市に訪れている

観光客のほとんどが６時間未満で他市へ移動しています。 

宿泊施設の充実を図るとともに、観光客の多様なニーズに対応できるコースづ

くりや地域の本物を体験できる商品づくり等を行い、市内滞在時間の延長を図る

とともに、観光消費につなげていく必要があります。 

課題６ 広域連携による観光振興 

本市を訪れる観光客は広く回遊すると予測されます。 

本市を他の自治体と差別化を図る一方で、本市にない地域資源を持つ自治体、

あるいは同じストーリーでつながる自治体と協力することで、インバウンド※９も

視野にいれた誘客・環境整備を図っていく必要があります。 
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受
入
体
制
整
備  

課題７ 魅力を楽しむための整備 

現在、本市に訪れる観光客の多くは車を利用しており、北陸新幹線を使って訪

れる観光客はまだ少ない状況にあります。 

駐車場や休憩場所、案内所等、車で移動しやすい環境を整備していくとともに、

新幹線駅と観光地を結ぶ２次交通網を充実し、敦賀延伸を見据えた誘客・宣伝活

動を強化するなど、北陸新幹線の開業・延伸によるメリットを最大限に引き出し

ていく必要があります。 

課題８ 地域資源※５の保全と継承 

本市には美しい自然や景観が人々の生活の中にあたりまえのように存在してい

ます。 

これらの自然や景観等が壊されることのないよう保全するとともに、未来の子

どもに受け継いでいく必要があります。 
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第３章 射水市観光振興計画の戦略と施策              

１．基本方針 

豊かな自然が育む食、あたりまえのようにある美しい自然や景観、連綿と受け継がれてきた伝

統文化や祭りは、本市の宝であり地域によって独特な趣を醸し出しています。 
 これらが、市民の誇りとして守られ、磨かれ、未来に引き継がれていくことが大切であり、ひ

いては本市の貴重な観光資源となります。 
 「射水市を知っている」、「射水市に行ってみよう」そう思ってもらえるよう集客力のある射水

ベイエリアのキラーコンテンツ※15化を図り、本市の観光の核となる地域とし、各地区の観光資源

を磨き上げながら、本市全域への波及効果を狙い、通年観光や滞在の長時間化による観光消費を

拡大させることで、地域経済が活性化し、地域の人々が「稼げる」と実感できることが重要です。 
また、首都圏をはじめとする県内外や海外からの誘客促進については、県及び呉西６市等の広

域連携による施策の展開や「来てよかった」「また来たい」と思ってもらえるよう受入体制の整備

も必要です。 
 このことにより、地域には個性と活力が満ち、訪れる人々には満足度が高まり、いきいきと輝

く「射水市」の創造につなげていきます。 
 
 
２．基本目標 

本市には、時代とともに姿を変えながらも、昭和レトロな漁村の雰囲気を漂わせる内川、美し

い水郷や田園風景、宿場町として栄えた旧北陸道等、懐かしさ感じる古き良き時代の魅力があり

ます。この魅力を観光資源として磨き上げ、本市の強みである食を中心に、水辺の景観、祭り、

文化と連携させ、観光消費の拡大等による地域の活性化を図っていくため、本市の観光振興の基

本目標を次のように設定します。 

【基本目標】（案） 

懐かしさと新しさの中に 食・景観・文化の魅力を満喫できるまちを目指して 

【数値目標】（案） 

 項目 
現状値 

2016(平成28)年 
目標値 

2022(平成34)年 
備考 

 
ホームページアクセス数 
（射水市公式観光ホームページ訪問数） 

322,387回 600,000回 射水市港湾・観光課調べ 

観光客入込数 4,182千人 4,400千人 富山県観光客入込数推計 

1～3月観光客入込数 656千人 690千人 富山県観光客入込数推計 

土産品等購入者数 
（特産物販売施設を対象） 

1,373千人 1,440千人 射水市港湾・観光課調べ 

1～3月土産品等購入者数 
（特産物販売施設を対象） 

302千人 320千人 射水市港湾・観光課調べ 

観光消費額 
（特産物販売施設を対象） 

― 
（今後調査） 

― 射水市港湾・観光課調べ 

知る 

訪れる 

滞在する 

消費する 



29 
 

３．基本戦略と施策 

“富山を代表する美食都市”ならではの『食』のブランドを確立し、本市の素地を磨くことで

訪れる人を魅了し、観光客による消費を促す仕組みづくりのために、ブランディング※１とマーケ

ティング※２の視点から、次の３つの基本戦略に基づく施策を展開していきます。 

 

【基本目標】（案） 

懐かしさと新しさの中に 食・景観・文化の魅力を満喫できるまちを目指して 

 

【基本戦略】          【施策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅲ 『射水市』の受入体制整備 

（射水市の観光を 

持続的に発展するための 

基盤整備） 

 

 

施策１ 観光客の受入基盤の整備 

①観光客の受入環境の向上 

②外国人観光客のための環境整備 

施策２ 観光地の価値の保全と向上 

①自然や景観等の保全 

 

Ⅱ 『射水市』の魅力度向上 

（射水市が持つ地域資源※５の 

結びつきの強化と 

ブラッシュアップ） 

 

 

 

施策１ 『射水ベイエリア』のキラーコンテンツ※15化と 

回遊性向上 

①射水ベイエリアの地域資源の付加価値向上 

②射水ベイエリアから市内への回遊性向上 

施策２ 人の結びつきと意識の醸成 

①観光産業従事者の育成と連携強化 

②市民の意識醸成 

施策３ 観光資源の活用 

①射水ブランドの育成とマーケティング強化 

②観光の通年化（観光客の冬枯れ対策） 

③多様なニーズに応える旅行商品の展開 

施策４ 広域観光の推進 

①広域連携事業の推進 

施策１ 『射水市』としてのブランドイメージの確立 

①市のイメージの統一 

②市のイメージのブラッシュアップ※14 

施策２ 情報発信の強化 

①ターゲットに応じた戦略的な情報発信 

②効果的なプロモーション活動 

 

Ⅰ 『射水市』の認知度向上 

（ブランド力の向上） 

 

重点的に取り組む内容 

◎情報を発信する  ◎地域資源を活用して稼ぐ  ◎地域のつながりを波及効果につなげる 
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基本戦略Ⅰ 『射水市』の認知度向上（ブランド力の向上） 

Ⅰ 施策１ 『射水市』としてのブランドイメージの確立 

①市のイメージの統一 

本市が評価され、選ばれ、訪れられ、「射水市のブランドの確固たる地位を築き、地域経済の活

性化につなげる」ためには、射水市の本物を伝え、人の記憶に残るようにする必要があります。 

射水市を「いみずし」と読んでもらえるよう、位置を知ってもらえるよう、『射水市』そのもの

の認知度を向上するため、前計画の基本方針である「食」「水」「祭」の３要素を引き継ぎ、本市

の統一イメージを確立し、良いイメージを発信することで、全国・世界に本市を印象付けていき

ます。 

また、良いイメージを強化するため、本市のイメージを構成している地域資源※５（モノ・コト

＋人）と相互に連携した取組を行い、ブランド化のための素材の提供や「食」に重点を置いたプ

ロモーションを行うなど、射水市と地域ブランドの価値を同時に高め、相乗効果を図っていきま

す。 

 

【取組】 ◎：重点的な取組 

◎多くの観光客が目的とする「食」について本市が持つ食の資源の歴史と可能性を活かし、

「富山を代表する美食都市、射水」として、白えびやベニズワイガニ、ホタルイカ、ブリ

等の海産物はもちろん、農産物も含めた重点プロモーションを展開 

拡充 

◎発信するイメージの受け手（市外・県外・海外）に「射水市」からの情報であることを認

識してもらうため、事業者・各種団体と連携した統一イメージを発信 
新規 

【取組主体】 

市、観光協会、事業者 

【ターゲット】 

市民、射水市に訪れる可能性がある全ての観光客、マスコミ、旅行会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  総帆展帆した海王丸と新湊大橋 
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②市のイメージのブラッシュアップ※14 

 本市が持つ多彩な地域資源※５の中に存在する「広く知られていないが、人を惹き付ける潜在的

な力を持つもの」の魅力を向上し、市内の民間企業や団体と連携しながら発信し、本市のイメー

ジアップとブラッシュアップを図っていきます。 

 

【取組】 ◎：重点的な取組 

◎県外者にあまり知られていないが市民が魅力を感じているような、潜在力のある地域資 

源※５にも着目し、視点や観点を変えながら、より幅広い対象者に魅力を発信 
拡充 

◎富山県立大学等市内教育機関に在籍する学生や、市外・県外からの転入者等の外部目線を

取り入れ、市民にとってメジャーでないが県外者が魅力を感じる資源等、新たな魅力・価

値を発掘し発信 

拡充 

・旅行パンフレットや広告等に事業者や個人が利用できる、写真やキャッチフレーズ、ロゴ

マーク等、プロモーション素材について、情報やビジュアルコンテンツを蓄積するととも

に、常に新しい素材を「きららか射水観光ＮＡＶＩ」等のホームページから提供 

継続 

・射水ブランドをつくり、守り、伝える主体である市民・事業者・市の職員等が地域を理解

し、本市の良いイメージに気づき、発信できるよう、本市の魅力や価値を知る機会を提供 
継続 

【取組主体】 

市、観光協会、事業者 

【ターゲット】 

市民、射水市に訪れる可能性がある全ての観光客、マスコミ、旅行会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全国的に珍しい新湊漁港の昼セリ 
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Ⅰ 施策２ 情報発信の強化 

①ターゲットに応じた戦略的な情報発信 

 情報発信は、「どのような結果（効果）」を目指し、「誰（ターゲット）」に対して「何（発信す

る情報）」を「どのように（ツール）」行っていくのかを考える必要があります。既存の情報提供

ツールを見直し、各々のターゲットに応じて、効果的に認知度を向上させていきます。その際に

は、女性や若者、外国人観光客等、発信する対象者に応じたツールを使い、「表現」や「説明」、

「視点や観点を変える工夫」をしていきます。 

 

【取組】 ◎：重点的な取組 

◎ＳＮＳ※16を活用し、インスタグラムやGoogleストリートビュー対応等、若者世代に向け

た情報発信方法を検討 
拡充 

・北陸新幹線の敦賀延伸による効果を最大限に引き出せるよう、関西圏でのＰＲを通じて、

関西にはない本市の魅力や生活文化を発信 
拡充 

・高速道路を使って訪れる北陸近郊をはじめとする中京圏や関西圏等の観光客に対し、道の

駅や高速道路のサービスエリア等でのＰＲの実施 
拡充 

・女性向けの特別な体験プランや四季折々の食を絡めた情報を情報誌やインターネットを活

用して発信 
拡充 

・北陸新幹線沿線地域や東京近郊でのＰＲを通じて、都会や海のない県では味わえない本市

の魅力や生活文化を発信 
継続 

・「きららか射水観光ＮＡＶＩ」等のホームページの多言語化等、今後増加が見込まれる外

国人観光客に対応した情報を発信及びトップセールスによる観光客を誘致 
継続 

◎ＡＲ（拡張現実）やＶＲ（仮想現実）等、最先端技術を活用した観光資源の情報発信方法

を検討 
新規 

【取組主体】 

市、観光協会、事業者 

【ターゲット】 

射水市に訪れる可能性がある全ての観光客、マスコミ、旅行会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （左）ムズムズくんのＦａｃｅｂｏｏｋ （右）きららか射水観光ＮＡＶＩ 
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②効果的なプロモーション活動 

 本市ゆかりの著名人やロケーションの誘致によって訪れた芸能人や映像関係者等のネットワー

ク※８等を活用し、ターゲットの認知・行動段階（注意→興味→欲求→記憶→行動）を意識した情

報発信をリアルタイムで行うなど、効果的なプロモーション活動を展開していきます。 

 

【取組】 ◎：重点的な取組 

・海外や県外に支店を有する市内企業等と連携し、観光ポスターの掲示や口コミ等により本

市のＰＲを促進 
拡充 

◎富山県や近隣市町村、姉妹都市、ＪＲ各社と連携を図りながら、旅行商品の企画や観光物

産展、各種キャンペーン等を活用してプロモーションを展開 
継続 

◎富山県ロケーションオフィス（ＴＬＯ）と連携を図りながら、映画やテレビ、ＣＭ等のロ

ケーション誘致に努めるとともに、ロケーション箇所や映像イメージを活用して市内外へ

魅力を発信 

継続 

・報道機関や出版社等に祭りやイベント、風物詩等の話題を提供し、全国放送に取り上げら

れるような働きかけを推進 
継続 

・本市ゆかりの著名人をはじめ、ロケーション誘致等によって訪れる芸能人や映像関係者等

の情報発信による地域イメージを向上 
継続 

・行政視察や研修生等の受け入れ時を本市のイメージ発信の機会と捉え、対象者が興味を持

つ視点で体験プログラム等の提供を検討 
新規 

【取組主体】 

市、観光協会、事業者、市民 

【ターゲット】 

射水市に訪れる可能性がある全ての観光客、マスコミ、旅行会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（上）映画「人生の約束」ロケ 

（右）立川志の輔師匠を起用した観光ポスター 



34 
 

基本戦略Ⅱ 『射水市』の魅力度向上 

（射水市が持つ地域資源※５の結びつきの強化とブラッシュアップ※14） 

Ⅱ 施策１ 『射水ベイエリア』のキラーコンテンツ※15化と回遊性向上 

①射水ベイエリアの地域資源の付加価値向上 

 本市のイメージを構成する要素である「食」「水」「祭」の代表的な地域資源である白えびやベ

ニズワイガニ、海王丸パーク、内川、新湊大橋、曳山祭り等は、新湊地区、特にベイエリアに集

中しています。 

３要素を集約した代表地域を『射水ベイエリア』とし、「世界で最も美しい湾クラブ」への加盟

が承認された「富山湾」に面するこのエリア内の「食・景観・文化」の魅力について、魅力の背

景となるこの地域に昔から受け継がれている歴史や生活文化を人の記憶に残る「物語」にし、地

域資源に付随したものとして一層磨きをかけるとともに、“まずは射水ベイエリアに行ってみよう”

と思わせるように集客力を高めていきます。 

 

【取組】 ◎：重点的な取組 

◎昭和レトロな漁村の雰囲気を持ち日本のベニスと称される「内川」の景観を活かした港町

としての物語性を見える化し、発信していくとともに、空き家等の再生も含め、観光客目

線での本市にしかない景観を保全 

拡充 

◎新湊漁港や海王丸パーク、新湊大橋、内川等の本市のイメージを牽引する『射水ベイエリ

ア』の位置情報と魅力の発信を強化 
継続 

◎富山新港へのクルーズ船の誘致の強化によるクルーズ文化の推進 継続 

・富山県と連携し、海竜マリンパーク等を活用したスポーツイベントの誘致や観光集客施設

誘致及び整備支援 
継続 

・射水ベイエリアを活用した全国イベントの開催促進 継続 

・日本海沿岸都市（韓国、ロシア等）との交流促進 継続 

・富山県と連携し、富山湾の生物や自然現象等を活用した、女性や親子向けの観光素材を商

品化 
新規 

【取組主体】 

市、観光協会、事業者 

【ターゲット】 

射水市に訪れる可能性がある全ての観光客 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内川べりの風景 
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②射水ベイエリアから市内への回遊性向上 

射水ベイエリアを訪れた観光客が、射水ベイエリアのスポットだけの立ち寄りで終わってしま

うことは避けなければいけません。市内の各地区（新湊地区、小杉地区、大門地区、大島地区、

下地区）には、それぞれの歴史や文化に根ざした魅力があります。射水ベイエリアに訪れた観光

客が市内各地区に行ってみたくなる魅力を発信するツールや仕組みを構築し、射水ベイエリアか

ら射水市全体へ観光客が回遊したくなるような、波及効果の核としての役割と仕組みを構築して

いきます。 

 

【取組】 ◎：重点的な取組 

◎下条川の水辺空間の賑わい創出を図るため、観光遊覧船の運行とコースを検討 拡充 

・内川や下条川等水辺の景観や街並み等と食を連動した周遊マップや「どこで何が食べられ

るか」が分かるモバイルサービス等、「食」を楽しみながら「まち歩き」ができるルート

や仕組みを充実 

拡充 

・射水ベイエリアの主要観光施設や交通の接続点に市内全域のマップや時刻表、パンフレッ

ト等を設置することや、市内の各地区の位置と魅力を発信するツールや仕組みを構築 
拡充 

◎旧新湊庁舎跡地については、市内全域に点在する地域資源※５の連携を図り、射水ベイエ

リアから市内の各地区へ誘導できる仕組みづくりを検討 
新規 

・ドライブマップを作成し、自家用車の観光客向けのコースはもちろん、タクシー会社等と

連携し、公共交通で訪れた観光客も市内ドライブを楽しめる仕組みを検討 
新規 

・新湊地区の観光案内所やホテル等については、観光客を案内する際には、観光客の年齢や

同行者、移動手段を考慮し、市内各地区の旬の観光情報を加えるような工夫を実施 
新規 

【取組主体】 

市、観光協会、事業者 

【ターゲット】 

射水ベイエリアに訪れる観光客 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（左）大島絵本館の外観と館内：大島地区  （右上）竹内源造記念館：小杉地区 

（右下）陶房「匠の里」：大門地区 
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Ⅱ 施策２ 人の結びつきと意識の醸成 

①観光産業従事者の育成と連携強化 

本市において射水ベイエリアから市内全体へ観光客が回遊し、市内の地域資源※５を活用した商

品やサービスの販売を通して地域全体の活性化を図っていくためには、市内観光産業従事者全体

での取組が必要です。射水市観光協会の組織の強化をはじめ、市内各地域のＮＰＯ※10法人やまち

づくり団体、市内の観光に関係する事業者、ボランティアガイド等の地区を越えた連携により、

市内全体の組織力の強化を図っていきます。 

 

【取組】 ◎：重点的な取組 

◎観光地域づくりの担い手として行政と民間事業者をコーディネートする役割を持つ射水

市観光協会の組織を強化 
拡充 

◎各地域のＮＰＯ法人やまちづくり団体等、各地域の観光の担い手となる組織の連携を促進 拡充 

・地域資源を活かした地場産品や体験型商品を積極的に開発・販売し、売上げにつなげてい

くため、市内事業者による「消費者から求められる商品」の開発・販売促進の支援 
拡充 

◎観光ボランティアの養成を図り、組織を充実 継続 

【取組主体】 

市、観光協会、事業者、市民 

【ターゲット】 

射水市内で消費活動を行う観光客 

 

②市民の意識醸成 

観光客は、親交を育み、まちの活性化と潤いをもたらす大切なお客様であり、地域を愛し誇り

に思う理由となる「本物」に引き寄せられ、引き寄せられる「何か」を自ら体感するために訪れ

ます。現在の射水市の魅力は、市民によって育まれてきたものです。市民が自信を持って「射水

市が好きやちゃ」と言えるよう、市民の郷土愛を醸成するとともに、市民が射水市を自慢し、主

体的に観光客を「おもてなし」する等、射水市ファン（リピーター）の獲得につなげていきます。 

 

【取組】 ◎：重点的な取組 

◎観光が地域に与えるプラスの効果や本市の魅力等、講習会やおもてなし研修会等を通じ

て、市民の意識を醸成 
継続 

・観光客の動向や嗜好等のニーズを共有し、市民協働による観光を推進 継続 

・学校教育等を通じ、本市の地域資源や魅力等を学ぶ機会を設け、郷土愛を醸成 継続 

◎地区毎の観光を牽引する人材の育成の検討と支援 新規 

・曳山まつりや獅子舞、やんさんま等の伝統的な祭り当日は親戚と同様に「第２の家族」と

して観光客を受け入れてくれる民家をリサーチし、食卓を囲む等、市民一人ひとりが観光

客との絆をつなげることでリピーターにつなげる機会を検討 

新規 

【取組主体】 

市、観光協会、事業者、市民 

【ターゲット】 

射水市に訪れる全ての観光客 
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Ⅱ 施策３ 観光資源の活用 

①射水ブランドの育成とマーケティング※２強化 

マーケティングの概念は「顧客が真に求める商品やサービスを作り、その情報を届け、顧客が

その商品を効果的に得られるようにする活動」の全てを表します。本市には海の幸や山の幸が揃

い、特に海の幸には白えびやベニズワイガニ、ホタルイカ、ブリ等の富山を代表する食に加え、

新たな射水ブランドとなりうる「純射水産サクラマス」等が揃っています。本市の地域資源※５の

中でも特に消費行動につながる可能性がある「食」を中心とした飲食・物販の展開をはじめ、消

費者が求める見栄えや射水らしさ、値頃感、量等を検討した土産品の開発等、射水ブランドとな

る商品を育成し、マーケティングを強化していきます。 

 

【取組】 ◎：重点的な取組 

◎本市のイメージや魅力を持ち帰ることができるような物語性のある土産品の開発とブラ

ッシュアップ※14を行い、販路開拓を支援 
拡充 

・再掲内川や下条川等水辺の景観や街並み等と食を連動した周遊マップや「どこで何が食

べられるか」が分かるモバイルサービス等、「食」を楽しみながらまち歩きができるルー

トや仕組みを充実 

拡充 

◎観光客だけでなく、地元住民にも好まれるような本市の食を活かしたランチメニューを充

実するとともに、その提供店の情報をマップ化 
継続 

◎民間事業者と連携し、純射水産サクラマスのブランド化を促進 継続 

・ＪＡＰＡＮブランドとして認められるような付加価値の高い商品の創出販売等を支援 継続 

・イベントの継続開催に努めるとともに、観光客のニーズを反映した食のイベントを検討・

開催 
継続 

◎女性や若者をターゲットとした地元グルメ等をブラッシュアップし、インスタグラム等の

ＳＮＳ米16に投稿し、話題にしてもらえるように工夫 
新規 

・本市の生活の中で昔から日常的に食べられてきた郷土料理について、素材の使い方やつく

り方、その料理を食べられる提供店の掘り起こし 
新規 

【取組主体】 

市、観光協会、事業者 

【ターゲット】 

旅行会社、射水市を訪れる可能性がある観光客 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
（左）白えび （右）純射水産サクラマスと「いみずサクラマス」ロゴ 
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②観光の通年化 

冬は夏に比べて観光客が約半数に低下しています。また、宿泊施設が少ないため、通過型観光

の傾向にあり、滞在時間も６時間未満と長くありません。本市の冬が持つ魅力を見える化し、ス

トーリー化を通じて通年観光や宿泊につながる仕組みを検討していきます。 

 

【取組】 ◎：重点的な取組 

【冬の魅力づくり】 

◎新湊漁港で水揚げされる春の「ホタルイカ」や春～秋の「白えび」、冬に獲れる「寒ブリ」

をはじめとする魚介類と「ベニズワイガニ」によるキャンペーンを実施 
拡充 

◎市内事業者と連携した冬期イベントの充実と誘客を促進 拡充 

・イルミネーション等による冬期空間の演出とブラッシュアップ※14 継続 

【滞在の長時間化】 

◎宿泊施設の積極的な誘致を図り、富山新港背後地を中心にビジネス客を対象とした企業へ

の観光ＰＲ 
拡充 

・交通事業者等と連携し、個人旅行者の多様なニーズに対応できるテーマ別周遊プランの開

発と商品化 
継続 

・点在している既存観光施設をコースでつなぐとともに、観光施設同士が観光客に紹介しあ

うなど、連携による市内滞在時間の長時間化 
継続 

・民泊ビジネスの仕組みづくりを検討 新規 

【取組主体】 

市、観光協会、事業者 

【ターゲット】 

冬に射水市に来たことがない観光客、早朝や夜を射水で過ごしたことがない観光客 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（左上）ブリ    （右上）ベニズワイガニ 

（左下）富山湾鮨※17 
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③多様なニーズに応える旅行商品の展開 

観光の流れはマスツーリズム※18からニューツーリズム※12（地域ツーリズム）に移行し、個人旅

行者による目的が明確で多様な旅行形態が主流となっています。また、その集客方法は大量集客・

大量送客モデルから着地型観光・着地型旅行商品※19によって地域自らが集客する流れに変わって

きています。射水市の地域に息づく「本物」の魅力を五感で感じてもらえる商品と仕組みづくり

を進めていきます。 

 

【取組】 ◎：重点的な取組 

【体験型観光の推進】 

◎市内の学生と連携し、若者や若い女性のニーズにあった市内・県内・県外向けのイベント

や観光コースを共同で開発 
拡充 

・曳山まつりや獅子舞、やんさんまをはじめとする地域の伝統行事や祭りへの参加や楽しめ

る機会の創出 
拡充 

◎市内企業と連携し、昼セリ見学やかまぼこづくり体験、アルミ工場見学等、産業観光を推

進 
継続 

・着地型旅行商品の販売を促進。 継続 

・鏝絵制作や陶芸制作、絵本制作、工芸品等の制作体験ツアーを企画 継続 

・再掲交通事業者等と連携し、個人旅行者の多様なニーズに対応できるテーマ別周遊プラ

ンの開発と商品化 
継続 

・再掲イベントの継続開催に努めるとともに、観光客のニーズを反映した食のイベントを

検討・開催 
継続 

◎漁業体験や農業体験等、本市の農林水産業をまるごと体験できるツアーを企画 新規 

【その他射水市の魅力を活かした観光の推進】 

◎地元商店街が企画する集客イベントの促進 継続 

・海王丸パークや太閤山ランド、大島絵本館等における、親子で学び楽しめるイベント等の

連携 
継続 

・祭りやイベントの個々の成り立ち等のストーリー化によるＰＲの強化 新規 

・万葉集や北前船、測量の歴史等の本市ゆかりの偉人の業績を活用したイベントや観光コー

スを企画 
新規 

【取組主体】 

市、観光協会、事業者 

【ターゲット】 

射水市を訪れる全ての観光客 

 

 

 

 

 

 

 

  （左）やんさんま （中）陶芸体験：陶房「匠の里」 （右）夏まつり：内川 
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Ⅱ 施策４ 広域観光の推進 

①広域連携事業の推進 

本市を訪れる観光客は呉西圏域のみならず、県内では黒部峡谷や立山黒部アルペンルート、県

外では金沢や和倉温泉等、広く回遊すると考えられます。呉西圏域による「環日本海の中核拠点」

としての連携はもちろん、富山県内の集客力の大きな観光地点をはじめ、北陸新幹線沿線や地理

的に異なる特性の観光地を持つ自治体や事業者との連携を図る等、戦略的に誘客を検討・実施し

ていきます。 

 

【取組】 ◎：重点的な取組 

◎「富山駅」、「新高岡駅」や「金沢駅」に観光マップやパンフレットの設置の充実や北陸新

幹線の沿線都市や飛越能との連携による旅行商品の造成及び周遊観光を促進 
継続 

◎西部６市が持つそれぞれの個性・特徴を集約した観光ツールとして、呉西圏域による「環

日本海の中核拠点」としての連携を活用 
継続 

・富山県や近隣市町村と連携し、海外商談会へ出席 継続 

・東京オリンピック・パラリンピックの開催時期に向けて、富山県や近隣市町村と連携した

外国人観光客の誘客と受入体制を検討 
新規 

・美しい富山湾クラブをはじめとする会議等、近隣市町村と連携し、本市の特色を活かした

コンベンション※４を誘致 
新規 

【取組主体】 

市、観光協会 

【ターゲット】 

旅行会社、射水市を訪れる可能性がある観光客 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
射水市の主要玄関口と観光客の流れ 
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基本戦略Ⅲ 『射水市』の受入体制整備 

（射水市の観光を持続的に発展するための基盤整備） 

Ⅲ 施策１ 観光客の受入基盤の整備 

①観光客の受入環境の向上 

本市を訪れる観光客は自家用車の活用が多く、自家用車による周遊・休憩できることが求めら

れます。はじめての地を安全に目的地まで走ることができるよう、ドライバーの目線に立った観

光案内看板や誘導標識、休憩ポイントを整備する必要があります。また、北陸新幹線の敦賀延伸

に向けて、公共交通を活用した観光客を呼び込むためにも、小杉駅から市内全域をストレスなく

移動できるよう、射水ベイエリア観光周遊バスの運行等、公共交通網の更なる充実を図るととも

に、バリアフリーやユニバーサルデザイン※７を取り入れた整備を推進していきます。 

 

【取組】 ◎：重点的な取組 

◎市内全域を移動することができる公共交通のメリットを活かし、生活路線に観光振興の視

点を取り入れた２次・３次交通の確保を推進 
継続 

◎小杉駅が射水市の２次交通の玄関口（ファーストタッチ、ラストタッチとなる駅）となる

ための情報提供機能の整備や射水ベイエリア観光周遊バスの運行 
継続 

・観光施設への誘導案内について、統一サイン※20やわかりやすい案内標識の設置を推進 継続 

・観光客目線による小杉駅を含む周辺の整備を促進 継続 

・万葉線の新たな活用と円滑な移動を促進 継続 

◎観光客が安心して市内を回遊できる情報基地、あるいは休憩地点として、観光機能も備え

た公共交通ターミナルの整備を推進 
新規 

・交通事業者と連携し、観光タクシーの導入やコースを検討 新規 

・レンタカー会社と連携し、利用料金割引制度や市内案内ナビ付レンタカーの導入等の検討 新規 

【取組主体】 

市、観光協会、事業者 

【ターゲット】 

車で訪れる観光客、公共交通で訪れる観光客 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （左上）あいの風とやま鉄道小杉駅 （右上）あいの風とやま鉄道越中大門駅 
（左下）いみず観光情報館     （右下）奈呉町駐車場とトイレ 
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②外国人観光客のための環境整備 

ビジット・ジャパン※３開始以降の訪日外国人旅行者数は増加傾向にあり、東京オリンピック・

パラリンピックの開催に向けて更なる市場の拡大が期待されています。 

台湾や韓国をはじめとする富山県内の外国人宿泊数は毎年増加傾向にあり、本市には伏木富山

港の港湾機能を活かした交流も期待されます。そのため、市内の外国人観光客対応への取組を充

実していく必要があります。本市に訪れた外国人観光客が一人でも安心して楽しめるよう、外国

人観光客のための環境整備に着手していきます。 

 

【取組】 ◎：重点的な取組 

◎主要観光施設や公共交通機関の駅等にＷｉ-Ｆｉ※21整備を促進 拡充 

◎今後訪日が見込まれる様々な国の言語に対応していくため、公共交通機関や観光施設をは

じめとする案内標記やアナウンスの多言語対応を促進 
拡充 

・外国人観光客の受入れに関する研修会等、外国人観光客への接遇の向上に対する支援 新規 

・射水市に訪れる外国人観光客に対応していくため、帰国子女等による観光ガイド等、人材

の活用に対する支援 
新規 

・外国人旅行者の趣味趣向に合う本市の観光資源の調査研究やツアーの検討 新規 

・既に多くの外国人旅行者が訪れ、滞在している市町村との連携 新規 

・再掲民泊ビジネスの仕組みづくりを検討 新規 

【取組主体】 

市、観光協会、事業者 

【ターゲット】 

外国人観光客 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  寿司づくり体験 
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Ⅲ 施策２ 観光地の価値の保全と向上 

① 自然や景観等の保全 

本市には新湊大橋から眺める世界で最も美しい富山湾の景色をはじめ、海の貴婦人「海王丸」

ごしに望む立山連峰、日本のベニスと言われる内川と係留される漁船等や橋、下条川の桜並木、

蔵の壁に浮き彫りになった鏝絵等、四季の彩や風情を感じることができる自然や景観があたりま

えのように人々の生活の中にあります。 

現在の自然や景観等を、いつまでもあたりまえのように感じられるよう、市民の理解のもと、

保全し継承していく必要があります。 

 

【取組】 ◎：重点的な取組 

◎歴史的風致や景観の保全促進 継続 

◎文化財の保存と活用促進 継続 

・景観に配慮した案内標識やサイン※20の整備促進 継続 

【取組主体】 

市、観光協会、事業者、市民 

【ターゲット】 

射水市に訪れる全ての観光客、地域住民 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
（左上）新湊大橋と立山連峰  （右上）鏝絵となまこ壁 

（左下）下条川千本桜     （右下）内川の水辺の生活空間 
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第４章 射水市観光振興計画を推進するために            

１．計画の推進 

本計画を推進するためには、行政、観光協会、地域のＮＰＯ※10法人やボランティア団体、まち

づくり団体、経済団体、農業団体、漁業団体、市内事業者、市民等の様々な関係者が、相互に連

携・協力していくことが必要です。 

各々の役割を理解し、一体となって活動を進め、本市に昔から息づいている「つながる力」（関

係者がみんなで力を合わせて押す力）を観光振興においても活かしていくことで、射水市だから

こそできる以下の内容によって、市内全体に観光客の回遊と観光消費の活性化を波及していきま

す。 

 

①「地域内のつながる力」を高める 

各々の地区に住む人がそれぞれの地区を学び、郷土愛と理解を深めていくとともに、地域

観光振興の核となる人材を発掘・育成し、地区内のネットワーク※８の強化に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「市内全域のつながる力」を高める 

将来的には、このネットワークを市内全域に

広め、地区内だけでは不可能であったことを

連携によって補強し、強みを更に伸ばすこと

で、「気づき」による新しい観光商品やルート

の開発、サービスの提供等の可能性を広げ、

付加価値の向上に努めます。 

 

 

 

 

③「市域を超えたつながる力」を高める 

このような取組により、市民自らが楽しめる環境を整備・創出していくことで、市の活力

が満ち輝き、その魅力に導かれた県内外や国外とのつながりを広げます。 

 

  

新湊地区 

⼩杉地区 ⼤⾨地区 

⼤島地区 下地区 
射⽔市 

行政 

経済団体 

農業・漁業団体 

観光協会 

まちづくり団体 

市内事業者 

市民 

ＮＰＯ・ 

ボランティア団体 
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２．計画の進行管理 

計画の進行管理にあたっては、「Ｐｌａｎ（計画の再策定・修正）」「Ｄｏ（事業の実施）」「Ｃｈ

ｅｃｋ（実施状況の点検・評価、報告・公開）」「Ａｃｔｉｏｎ（事業の継続または見直し）」とい

う「ＰＤＣＡサイクル」により、その実施状況を定期的に点検・評価していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｄｏ 
事業の実施 

Ｐｌａｎ 
計画の再策定・修正 

Ｃｈｅｃｋ 
点検・評価、報告・公開 

ＰＤＣＡ 
サイクル 

Ａｃｔｉｏｎ 
事業の継続または見直し 



46 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             資料編 
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◆計画策定の経緯等                              

①委員名簿                             （50音順） 

区分 所属団体 役職名 氏名 備考 

委員 株式会社ワールドリー・デザイン 代表取締役 明石あおい まちづくり関係者 

副委員長 射水ケーブルネットワーク株式会社 代表取締役社長 牛塚 松男 学識経験者 

委員 株式会社びゅうトラベルサービス 北陸営業センター所長 奥村 聡子 観光団体関係者 

委員 一般社団法人射水市観光協会 事務局長 春日 哲男 観光団体関係者 

委員 射水市商工会 事務局長 小林 誠 経済団体関係者 

委員 公益財団法人伏木富山港・海王丸財団 常務理事 
(帆船海王丸船長) 斎藤 重信 観光団体関係者 

委員 射水市観光ボランティア連絡協議会 会長 島 雅代 観光団体関係者 

委員 あいの風とやま鉄道株式会社 常務取締役 椎木 辰雄 公共交通関係者 

委員 射水商工会議所 事務局長 砂原 良重 経済団体関係者 

委員長 富山国際大学現代社会学部 教授 高橋 光幸 学識経験者 

委員 海王交通株式会社 常務取締役 釣谷 隆行 公共交通関係者 

オブザーバー 富山県観光振興室観光戦略課 課長 中谷 明博 行政関係者 

 

②委員会開催日程 

開催日 開催回 内容 

2017(平成29)年10月23日 第１回 

・委嘱書交付、正副委員長の選出 

・射水市観光・ブランド戦略プランの進捗状況について 

・アンケート調査の結果について 

・（仮称）射水市観光振興計画（骨子案）について 

2017(平成29)年11月27日 第２回 ・射水市観光振興計画（素案）について 

2018(平成30)年２月13日 第３回 ・射水市観光振興計画（案）について 

※パブリックコメントの実施 

 ①募集期間    2018(平成30)年1月11日（木）～2018(平成30)年1月31日（水） 

②意見募集の結果 意見提出者：１人、意見提出件数：３件 
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③射水市観光振興計画策定委員会設置要綱 

（目的及び設置） 

第１条 射水市の観光振興等の確立を促し、地域イメージの向上、地域経済の活性化を目的に推進し

ていくため、射水市観光振興計画策定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について協議する。 

（1）観光振興計画の策定に関すること。 

（2）前号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項。 

（組織） 

第３条 委員会は、委員11名以内で組織し、学識経験者及び関係団体等の代表者のうちから市長が委

嘱する。 

２ 委員会に、オブザーバーの出席を依頼することができる。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱した日から平成30年３月31日までとする。ただし、委員が欠けた場合

は補充できるものとし、その任期は前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は委員が互選し、副委員長は委員長が指名する。 

３ 委員長は、委員会を進行する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときはその職務を代理する。 

（委員会） 

第６条 委員会は、必要に応じて市長が招集する。 

２ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

（小委員会） 

第７条 委員会に、観光振興等に関し、必要な事項を調査研究するため、小委員会を置くことができ

る。 

（事務局） 

第８条 委員会の事務を処理するため、事務局を射水市産業経済部港湾・観光課に置く。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が定める。 

  附 則 

 この要綱は、平成29年10月２日から施行する 
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◆アンケート調査の結果                            

（１）射水市に来訪している観光客の現状 

①調査の概要 

調査方法 ：対面ヒアリング方式      

調査地点 ：新湊きっときと市場、道の駅 カモンパーク新湊、県民公園 太閤山ランド 

調査期間 ：2017（平成29）年７月23日（日） ※太閤山ランドのみ７月28日（金）も実施 

表．回答者属性 

 

②調査の結果 

■観光客の居住地 

 射水市の観光客の居住地は、「射水市外（県外）」（46.6％）が最も多く、次いで「射水市外（県

内）」（41.6％）となっています。 

 調査地点別にみると、“新湊きっときと市場”や“道の駅カモンパーク新湊”は「射水市外（県外）」

が最も多く、“県民公園太閤山ランド”は「射水市外（県内）」が最も多くなっています。 

図．観光客の居住地 

 

 

 

 

 

 

【射水市外からの観光客の内訳】 

射水市外（県内）からの観光客 127人の内訳をみると、「富山市」（38.6％）が最も多く、次い

で「高岡市」（31.5％）、「黒部市」（7.1％）となっており、県内広くから訪れています。 

射水市外（県外）からの観光客 142人の内訳をみると、「石川県」（16.2％）が最も多く、次い

で「大阪府」（12.7％）、「岐阜県」（9.9％）となっており、中部～関西圏から多く訪れています。 

表．射水市外からの観光客 

 
射水市外（県内） 

N=127 

射水市外（県外） 

N=142 

１位 
富山市 

（38.6％） 

石川県 

（16.2％） 

２位 
高岡市 

（31.5％） 

大阪府 

（12.7％） 

３位 
黒部市 

（7.1％） 

岐阜県 

（9.9％） 

４位 
砺波市 

（5.5％） 

愛知県 

（9.2％） 

５位 
滑川市、氷見市、南砺市、立山町 

（各々3.1％） 

新潟県 

（7.7％） 
 
 

11.8 

4.9 

11.8 

19.0 

41.6 

26.2 

31.4 

68.0 

46.6 

68.9 

56.9 

13.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (N=305)

新湊きっときと市場 (N=103)

道の駅カモンパーク新湊 (N=102)

県民公園太閤山ランド (N=100)

射水市内 射水市外（県内） 射水市外（県外）

上段:度数

下段:％
合計 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

305              22                29                64                91                40                40                19                
100.0           7.2               9.5               21.0             29.8             13.1             13.1             6.2               

149              12                8                   29                47                20                21                12                
100.0           8.1               5.4               19.5             31.5             13.4             14.1             8.0               

156              10                21                35                44                20                19                7                   
100.0           6.4               13.5             22.4             28.2             12.8             12.2             4.4               

全体

男性

女性
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■同行者 

射水市の観光客の同行者は、「２人以上」（２人＋３人＋４人＋５人以上）が約９割となっていま

す。 

調査地点別にみると、「新湊きっときと市場」は「2人」に次いで「5人以上」、「道の駅カモンパ

ーク新湊」は「2人」に次いで「４人」、「県民公園太閤山ランド」は「4人」に次いで「2人」が

多くなっています。 
図．同行者の人数（無回答を除く） 

 

 

 

 

 

 

【調査地点別】 

射水市の観光客の同行者について、“新湊きっときと市場”“道の駅カモンパーク新湊”“県民公園

太閤山ランド”別に上位３項目をみてみます。 

“新湊きっときと市場”や“道の駅カモンパーク新湊”は「夫婦・カップル」に次いで「子ども

連れ家族（小学生以下）」となっており、“県民公園太閤山ランド”は「子ども連れ家族（小学生以

下）」に次いで「友人（女性）」となっています。 

表．調査地点別にみる同行者の内訳（複数回答） 

 
新湊きっときと市場 

N=89 

道の駅 カモンパーク新湊 

N=94 

県民公園 太閤山ランド 

N=92 

１位 
夫婦・カップル 

（31.5％） 

夫婦・カップル 

（34.0％） 

子ども連れ家族（小学生以下） 

（72.8％） 

２位 
子ども連れ家族（小学生以下） 

（19.1％） 

子ども連れ家族（小学生以下） 

（31.9％） 

友人（女性） 

（13.0％） 

３位 
友人（男性） 

（13.5％） 

大人の家族（中学生以上） 

（23.4％） 

職場・学校等の団体旅行 

（8.7％） 
 

■利用交通機関 

射水市を含む旅行で利用した交

通機関は、「居住地から射水市」「射

水市から居住地」ともに「自家用

車が８割以上となっています。 

図．利用交通機関（複数回答、N=305） 
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■宿泊 

射水市を訪れた観光客の旅程において、６割以上が「日帰り」となっています。 

調査地点別にみると、「道の駅カモンパーク新湊」と「県民公園太閤山ランド」は日帰りが多くな

っていますが、「新湊きっときと市場」は「宿泊」が５割以上と多くなっています。 

図．宿泊の有無（無回答を除く） 

 

 

 

 

 

 
 
【宿泊施設の内訳】 

宿泊者108人について宿泊数をみると、「1泊」が最も多く、次いで「2泊」となっており、宿

泊地は「富山市」が最も多くなっています。 

利用した施設をみると、「ビジネスホテル」（22.2％）が最も多く、次いで「シティホテル」

（21.3％）、「旅館」（17.6％）となっています。 

図．宿泊者の泊数と宿泊地、宿泊施設（N=108） 

<泊数>                       <宿泊地>(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

<宿泊地>(複数回答) 
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■射水市を含む旅行の目的（全体） 

 射水市を含む旅行の目的は、「お

い し い も の を 食 べ る こ と 」

（44.9％）が最も多く、次いで「ス

ポ ー ツ ・ ア ウ ト ド ア 活 動 」

（23.3％）、「観光・文化施設を訪

れること」（18.7％）となってい

ます。 

 

 

 

 

 

図．射水市を含む旅行の目的（全体）（複数回答、N=305） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査地点別の旅行の目的】 

射水市を含む旅行の目的について、「新湊きっときと市場」「道の駅 カモンパーク新湊」「県民公

園 太閤山ランド」別に上位５項目をみてみます。 

順位に違いはありますが、全調査地点において、２位までに「おいしいものを食べること」が挙

げられており、５位までに「自然景観を見ること」や「観光・文化施設を訪れること」が挙げられ

ています。 

表．調査地点別にみる旅行者の目的（複数回答） 

 
新湊きっときと市場 

N=103 

道の駅 カモンパーク新湊 

N=102 

県民公園 太閤山ランド 

N=100 

１位 
おいしいものを食べること 

（61.2％） 

おいしいものを食べること 

（59.8％） 

スポーツ・アウトドア活動 

（44.0％） 

２位 
買い物をすること 

（22.3％） 

温泉に入ること 

（30.4％） 
おいしいものを食べること 

観光・文化施設を訪れること 

（各々13.0％） ３位 
自然景観を見ること 

（21.4％） 

自然景観を見ること 

（23.5％） 

４位 
観光・文化施設を訪れること 

（20.4％） 

観光・文化施設を訪れること 

（22.5％） 
自然景観を見ること 

自然の豊かさを体験すること 

（各々7.0％） ５位 
帰省・冠婚葬祭・知人訪問 

（16.5％） 

買い物をすること 

（21.6％） 
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文化的な名所を見ること

地域の文化を体験すること

芸術・音楽などの観劇・鑑賞

地域の祭りやイベント

ビジネス

目当ての宿泊施設に泊まること

その他

(%) 
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■射水市内での滞在時間 

 射水市を訪れた観光客の滞在時間は、「２時間以上４時間未満」（40.3％）が最も多く、次いで「２

時間未満」（30.7％）となっており、「６時間以上」は約１割となっています。 

調査地点別にみると、「新湊きっときと市場」と「県民公園太閤山ランド」は「２時間以上４時間

未満」、「道の駅カモンパーク新湊」は「２時間未満」が最も多く、いずれの調査地点も「6時間以

上」の滞在者は１割前後となっています。 

図．滞在時間（N=258：無回答を除く） 
 
 
 
 
 

 
 
■買い物や飲食で消費した 

平均金額 

 射水市内で消費した平均金額

は、土産・買物代が4,311円、飲

食費が3,259円となっています。 

 また、県内より県外の市外客は

多く消費しています。 

図．買い物や飲食で消費した平均金額 

 

 

 

 

 

 

 

■再訪意向 

 射水市への再訪意向は、「ぜひまた来たい」と「機会があればまた来たい」をあわせると、９割以

上となっています。 

調査地点別に「ぜひまた来たい」と答えた回答者の割合をみると、「県民公園太閤山ランド」は６

割以上、「新湊きっときと市場」と「道の駅カモンパーク新湊」は４割前後となっています。 

図．再訪意向（市内客・無回答を除く） 
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（２）射水市の観光に関連している事業者の現状 

①調査の概要 

調査方法 ：郵送方式                   

調査対象 ：射水市の観光に関連する事業者147社 

調査期間 ：2017（平成29）年８月～９月   

表．回答者属性 

 

 

 

 

 

②調査の結果 

■事業所を訪れる同行者 

 市内観光関連施設において現在

多く見られる同行者は、「中高年の

女性グループ」（47.6％）が最も

多く、次いで「熟年の夫婦」

（41.3％）、「子ども連れの家族」

（36.5％）となっています。 

 一方、市内観光関係事業者が今

後増やしたい同行者は、「子ども連

れの家族」「若手の女性グループ」

（各々30.2％）が最も多く、次い

で「中・高年の女性グループ」「熟

年の夫婦」（各々23.8％）となっ

ています。 

 

図．事業所を訪れる同行者（複数回答、N=63：市外事業所を除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表．地区別の同行者（複数回答） 

 
現在多く見られる同行者 今後増加したい同行者 

新湊地区 
N=34 

その他の地区 
N=29 

新湊地区 
N=34 

その他の地区 
N=29 

１位 
熟年の夫婦 

（55.9％） 

中・高年の女性グループ 

（44.8％） 

子ども連れの家族 

（35.3％） 
若手の女性グループ 

中・高年の女性グループ 

（27.6％） ２位 
中・高年の女性グループ 

（50.0％） 

中・高年の男性グループ 

（31.0％） 

若手の女性グループ 

（32.4％） 

３位 
子ども連れの家族 

（44.1％） 

子ども連れの家族 

（27.6％） 

熟年の夫婦 

（26.5％） 

子ども連れの家族 

中・高年の男性グループ 

（24.1％） 
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41.3 
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19.0 
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外国人観光客

現在多く見られる同行者 今後増加したい同行者

(%) 

上段:度数

下段:％
合計 観光施設 交通 飲食・物販 宿泊 その他

71             10             8               36             10             7               
100.0       14.1         11.3         50.7         14.1         9.9            

34             4               2               22             4               2               
100.0       11.8         5.9            64.7         11.8         5.9            

29             6               3               14             1               5               
100.0       20.7         10.3         48.3         3.4            17.2         

8               -                 3               -                 5               -                 
100.0       -                 37.5         -                 62.5         -                 

全体

市外

射水市内

新湊地区

その他の地区
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■北陸新幹線開業前と比較した利用客数と売上げの変化 

 北陸新幹線開業前と比較した利用客数は、「変化なし」が約５割を占めており、「増加傾向」（増加

傾向+やや増加傾向）は約３割となっています。 

 北陸新幹線開業前と比較した売上げは、「変化なし」が５割を占めており、「増加傾向」（増加傾向

+やや増加傾向）は約３割となっています。 

地区別にみると、利用客数や売上げともに「その他の地区」に比べて「新湊地区」の「増加傾向」

の割合が多くなっています。 

図．利用客数の変化（無回答を除く） 

 

 

 

 

 

図．売上げの変化（無回答を除く） 

 

 

 

 

 

■観光振興への取組 

 市内観光関係事業者の現在の取

組は、「おもてなし力の向上」「リ

ピーター獲得のための割引・優待

サービス等」（各々31.7％）が最

も多く、次いで「射水の食材を活

かした料理の開発・提供」 

「ＳＮＳ※16の活用」 

（各々20.6％）となっています。 

 一方、今後可能な取組は、「ウェ

ブサイトの開設・モバイル対応」

（20.6％）が最も多く、次いで「Ｓ

ＮＳの活用」（19.0％）、「おもて

なし力の向上」（14.3％）となっ

ています。 

図．観光振興への取組（複数回答、N=63：市外事業所を除く） 
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■外国人観光客への対応 

 市内観光関係事業者の外国人観

光客への対応は、現在の対応、今

後対応するもの（検討中を含む）

ともに「特になし」が最も多くな

っています。 

 

図．外国人観光客への対応（複数回答、N=63：市外事業所を除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■外国人観光客にアピールできる地域資源※５ 

 主な内容 

景観の活用 

（８事業所） 

内川の風景・風情、内川散策、内川通りの夕焼け風景 

内川観光と民泊（空家利用） 

射水市から見える富山湾の蜃気楼 

北アルプスの景観 

金山浅井の蛍 

施設の活用 

（10事業所） 

海王丸パーク（海王丸）、マリンパーク、新湊大橋、内川の屋根付の橋・東橋 

鏝絵と竹内源造記念館、神社や歴史的建造物 

太閤山ランド（遊園地をつくる） 

万葉線 

食の活用 

（８事業所） 

鮮魚（ベニズワイガニ、白えび等） 

水、米 

地産の魚類・農作物による加工品 

祭り・イベント他の活用 

（７事業所） 

曳山まつり、獅子舞、やんさんま、火渡り神事、凧まつり 

昼セリ 
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現在の対応 今後対応するもの（検討中を含む）

(%) 
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■活用すべき地域資源※５ 

最も活用すべき地域資源は「白

えび」（76.1％）であり、次いで

「海王丸パーク」（73.2％）、「ベ

ニズワイガニ」（70.4％）となっ

ています。 

また、市内観光関係事業所の半

数以上が活用すべきと答えた地域

資源をみると、“観光名所”は「海

王丸パーク」「内川と橋」「新湊大

橋」、“特産品”は「白えび」「ベニ

ズワイガニ」「寿司」、“祭り・イベ

ント他”は「曳山まつり」が挙げ

られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．活用すべき地域資源 

（複数回答、10％以上の項目を抽出N=71） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【観光名所】 

【特産品】 

(%) 

【祭り・イベント他】 

73.2 

60.6 

59.2 

25.4 

22.5 

22.5 

21.1 

21.1 

18.3 

16.9 

15.5 

14.1 

12.7 

12.7 

11.3 

76.1 

70.4 

50.7 

45.1 

39.4 

26.8 

21.1 

16.9 

16.9 

15.5 

12.7 

60.6 

42.3 

40.8 

33.8 

32.4 

31.0 

28.2 

25.4 

25.4 

22.5 

21.1 

21.1 

18.3 

15.5 

12.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

海王丸パーク

内川と橋

新湊大橋

太閤山ランド

川の駅 新湊

道の駅 カモンパーク新湊

海の駅 海王マリンパーク

放生津八幡宮

竹内源造記念館（鏝絵）

大島絵本館

陶房「匠の里」

加茂神社

新湊博物館

海老江海浜公園

下条川の桜

白えび

ベニズワイガニ

寿司

ホタルイカ

ブリ

かまぼこ

梨

米

黒河たけのこ

鮎

へちま製品

曳山まつり

獅子舞

新湊カニかに海鮮白エビまつり

昼セリ

やんさんま

富山新港花火大会

タモリカップ

海王丸パークフェスティバル

万葉線

立川志の輔

越中だいもん凧まつり

ロケ地

お土産品

加茂神社の稚児舞

櫛田神社火渡り
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■市や観光関係機関、民間、市民が取り組むべき課題 

取り組むべき課題は、「新幹線駅と観光地を結ぶ公共交通網の充実」（43.7％）が最も多く、次い

で「宿泊施設の充実」（38.0％）、「射水ブランドの向上」「タクシーやレンタカーの利便性向上」「隣

接の観光地を含む広域観光ルートの開発」（32.4％）となっています。 

 

図．市や観光関係機関、民間、市民が取り組むべき課題 

（複数回答、10％以上の項目を抽出、N=71） 
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新幹線駅と観光地を結ぶ公共交通網の充実

宿泊施設の充実

射水ブランドの向上

タクシーやレンタカーの利便性向上

隣接の観光地を含む広域観光ルートの開発

射水の食を活かした飲食店の充実

市内滞在時間を延長させるコースづくり

魅力的なイベントの実施と継続

首都圏への観光ＰＲの強化

市内観光地の景観や施設の整備

通年観光の推進（冬場対策）

歴史・文化を活かした観光資源の充実

まちなか観光の推進

体験型旅行商品の開発・ブラッシュアップ

特産品や土産品の開発

産業観光の振興

観光Ｗｅｂサイトの充実

観光関連組織・団体の強化

外国人観光客の受入体制強化

小杉駅周辺における観光施設・案内所の整備

(%) 
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（３）旅行会社からみた射水市の現状 

①調査の概要 

調査方法 ：郵送方式                  表．回答者属性 

調査対象 ：射水市の観光に関連する旅行会社335社 

調査期間 ：2017（平成29）年９月～10月 

 

 

 

 

 

 

 

②調査の結果 

■射水市が富山県の中で「食」で選ばれる可能性と観光客に喜ばれそうな射水市の食材 

射水市が富山県の中で「食」で選ばれる可能性は、「十分なり得る」（42.1％）が最も多く、「な

り得るかもしれない」を加えると約８割となっています。（なり得ない、なり得ないかもしれないと

答えた旅行会社はありませんでした。） 

観光客に喜ばれそうな射水市の食材は、「白えび」（85.5％）が最も多く、次いで「ベニズワイガ

ニ」（65.8％）、「ホタルイカ」（60.5％）となっています。 

 

図．射水市が富山県の中で「食」で選ばれる可能性と観光客に喜ばれそうな食材（N=76） 

<「食」で選ばれる可能性>          <観光客に喜ばれそうな食材>(複数回答、上位10項目) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表．所在地別の観光客に喜ばれそうな食材（複数回答） 

 
富山県内 
N=22 

石川県内 
N=6 

新潟県内 
N=16 

長野県内 
N=13 

岐阜県内 
N=10 

その他大手 
N=4 

１位 
ベニズワイガニ 

（86.4％） 

白えび 

（100％） 

白えび 

（93.8％） 

白えび 

（100％） 
白えび 

ホタルイカ 

（80.0％） 

白えび 

ホタルイカ 

ブリ 

（100％） 

２位 
白えび 

（81.8％） 

ブリ 

（66.7％） 

ホタルイカ 

（75.0％） 

ホタルイカ 

（92.9％） 

３位 
寿司 

（54.5％） 

ベニズワイガニ 

（50.0％） 

ベニズワイガニ 

（68.8％） 

ベニズワイガニ 

（71.4％） 

ブリ 

（70.0％） 
  
 

  

(%) 

85.5 

65.8 

60.5 

55.3 

39.5 

22.4 

22.4 

9.2 

6.6 

5.3 

0 20 40 60 80 100

白えび

ベニズワイガニ

ホタルイカ

ブリ

寿司

昆布〆の刺身

かまぼこ

鮎

黒河たけのこ

いみずサクラマス

上段:度数

下段:％
合計 第１種 第２種 第３種 その他

76          11          52          12          1            
100.0    14.5       68.4       15.8       1.3         

24          3            9            11          1            
100.0    12.5       37.5       45.8       4.2         

6            1            5            -              -              
100.0    16.7       83.3       -              -              

16          4            12          -              -              
100.0    25.0       75.0       -              -              

15          1            14          -              -              
100.0    6.7         93.3       -              -              

11          -              10          1            -              
100.0    -              90.9       9.1         -              

4            2            2            -              -              
100.0    50.0       50.0       -              -              

岐阜県内

その他大手

全体

富山県内

石川県内

新潟県内

長野県内

十分なり得る

42.1%

なり得るかもしれない

38.2%

どちらともいえない

11.8%

わからない

2.6%

不明

5.3%
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■射水市が富山県の中で「食」で選ばれるために必要な取組 

 射水市が富山県の中で「食」で選ばれるために必要な取組は、「食を活かしたランチメニューの充

実」（56.6％）が最も多く、次いで「首都圏等への食のＰＲ」（43.4％）、「射水市そのものの認知

度の向上」（32.9％）となっています。 

 

図．射水市が富山県の中で「食」で選ばれるために必要な取組（複数回答、N=76） 
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43.4 

32.9 

30.3 

27.6 

26.3 

22.4 

22.4 

22.4 

22.4 

21.1 

19.7 

18.4 

14.5 

7.9 

5.3 

1.3 

11.8 
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食を活かしたランチメニューの充実

首都圏等への食のPR

射水市そのものの認知度の向上

何処で食べられるか一目で分かる紙媒体の配布

食を使ったイベントの充実

まち歩きと食を連動したインターネットによる情報発信

ご当地グルメの充実

インスタグラム映えする食の開発

素材を活かした土産品の開発

富山県と連動した射水市の食のPR

素材を活かした女性向けメニューの開発

農業・漁業を体験できる旅行商品の開発

食を活かした居酒屋メニューの充実

商品を開発する事業者の意識醸成

呉西圏域で連携した富山の食のPR

素材を活かした若者や子ども向けメニューの開発

素材を活かした美容と健康に良いメニューの開発

その他
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◆用語解説                                  

 

※１ ブランディング 

ブランドとして認知されていないものをブランドに育てあげること。ブランド構成要素を強化し、活性・維持

管理していくこと。その手法。 

 

※２ マーケティング 

個人や集団が、製品及び価値の創造と交換を通じて、そのニーズや欲求を満たす社会的・経営的プロセス。市

場調査・製造・輸送・保管・販売・宣伝等の全過程にわたる活動の総称。 

 

※３ ビジット・ジャパン 

外国人旅行者の訪日拡大を目的に、国や地方公共団体、民間が合同で取り組んでいるキャンペーンの総称。訪

日旅行促進事業。訪日プロモーション。 

 

※４ コンベンション 

国際機関・団体、学会等が行う国際会議。近年はある地域や国へ、人や情報、知識、物を呼び込む総称として

も用いられる。 

 

※５ 地域資源 

地域に存在する特徴的で魅力ある資源。 

 

※６ ランドマーク 

その地域を特徴づけ、目印となるもの。視覚的に目立つもの。 

 

※７ ユニバーサルデザイン 

年齢の違いや障害の有無等にかかわらず、全ての人が快適に利用できるよう、製品や建造物、生活空間等をデ

ザインすること。 

 

※８ ネットワーク 

組織や個人等の人のつながりや、データ等を共有したり相互に利用すること。 

 

※９ インバウンド 

外国人が訪れてくる旅行。これに対し、自国から外国へ出かける旅行をアウトバウンドという。 

 

※10 ＮＰＯ（エヌ ピー オー） 

Non Profit Organization（非営利活動団体）の略。公益的な活動を自発的に行う民間団体。 

 

※11 ＩＣＴ（アイ シー ティー） 

Information and Communication Technologyの略。情報処理や通信に関連する技術、産業、設備、サービスの

総称。 
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※12 ニューツーリズム 

これまで観光資源としては気付かれていなかったような地域固有の資源を新たに活用し、体験型・交流型の要

素をとりいれた旅行。活用資源によってエコツーリズム、グリーンツーリズム、ヘルスツーリズム、産業観光等

がある。（ツーリズムとは労働によって収入を得る目的以外で、通常の居住地から移動すること。観光事業、旅行

業、観光旅行。） 

 

※13 アイデンティティ 

地域固有の個性や特性。 

 

※14 ブラッシュアップ 

現状の状態にさらに磨きをかける、さらに良い状態にすること。それを目指す行動。 

 

※15 キラーコンテンツ 

ある分野において、集客する力のある魅力的な情報やサービス、商品等。 

 

※16 ＳＮＳ（エス エヌ エス） 

Social Networking Serviceの略。ツイッター、フェイスブック、インスタグラム等、趣味や職業等の共通点を

有する個人間のコミュニケーションを促し、社会的なつながりの構築を支援するインターネットサービス。 

 

※17 富山湾鮨 

豊かな自然環境に恵まれ、四季を通して多彩な海の幸に恵まれた富山湾。そこから揚がる旬の地魚を新鮮なま

ま堪能できる、富山ならではの極上寿司。射水市には10店の提供店がある。 

 

※18 マスツーリズム 

大衆（マス）を主役とした物見遊山的な観光旅行。団体型・効率型の旅行。 

 

※19 着地型観光・着地型旅行商品 

出発地で企画された旅行商品（発地型）に対し、観光地側の視点で企画された観光・旅行商品。旅行商品を開

発する際には３Ｄ（需要Demand、目的地または観光地Destination、流通Distribution）が基本になる。 

 

※20 サイン 

標識、案内。 

 

※21 Ｗｉ-Ｆｉ（ワイファイ） 

Wi-Fi Allianceという無線通信規格のひとつ。パソコンやスマートフォン等を無線でインターネット上のネッ

トワークにつなぐことができる情報通信技術。 

 



 

 

「射水市土地区画整理事業補助金交付要綱」の改正について 

 

１ 主 旨 

  大規模な土地開発については、その公益性や市内全域に及ぶ影響を鑑み、住民の利便性及び

安全性に加え、より良好な土地利用を図ることで、市の魅力向上や定住・交流人口の増加など

活力創出に資するよう「射水市土地区画整理事業補助金交付要綱」を以下のとおり名称変更及

び内容拡充する。 

 

２ 名 称  

「射水市土地開発事業補助金交付要綱」 

 

３ 補助対象事業者 

  改正要旨：補助対象とする土地開発事業手法を、従前の「土地区画整理事業」に加え「開発

行為許可」を追加 

現行 改正案 

１ 土地区画整理事業の施行認可又は組合の設

立認可のための準備事業を行う事業主体 

２ 土地区画整理組合 

３ 土地区画整理施行者 

 

１ 土地区画整理事業を行うため、土地区画整

理組合の設立準備事業を行う事業主体 

２ 土地区画整理組合 

３ 土地区画整理施行者 

４ 都市計画法第29条に規定する許可を得て開

発行為を行う者 

 

４ 交付要件 

  改正要旨：①補助対象とする土地開発事業地を、従前の「市街化区域内」に加え「市街化区 

        域以外」を追加 

       ②事業用地に適した道路整備の促進 

現行 改正案 

 

 

１ 市街化区域内で施行するもので、本市の都

市計画に適合するもの。 

 

 

 

２ 施行区域の面積が２ha以上であること。 

 

３ 当該事業区域内に都市計画として決定され

た道路、又は道路法に定める道路で幅員が６ｍ

以上のものの新設又は改良に関する事業を含む

こと。 

 

４ 当該事業の施行後における施行地区内の公

共施設の用に供する土地の面積の合計が施行地

１ 次に掲げる要件のいずれかを満たす事業で

あること。 

ア 市街化区域内で施行するもので、本市の都

市計画に適合するもの。 

イ アに規程する区域以外で施行するもので、

本市の都市計画及びその他の計画等に適合する

もの 

２ 施行地区一件あたりの面積が２ha以上であ

ること。 

３ 施行地区内に都市計画として決定された道

路、又は道路法に定める道路で住宅用地にあっ

ては幅員が６ｍ以上、事業用地にあっては幅員

が９ｍ以上の道路の新設又は改良に関する事業

を含むこと。 

４ 当該事業の施行後における施行地区内の公

共施設の用に供する土地の面積の合計が施行地

都市整備部 都市計画課 資 料 1 
平成 ３０ 年 ３ 月 定 例 会 
産 業 建 設 常 任 委 員 会 



区内の総面積の２０％以上であること。 区内の総面積の２０％以上であること 

５ 都市計画法第３３条に掲げる基準に適合す

る事業であること。 

６ 国土調査法第１９条５項指定を受けるこ

と。 

 

５ 補助金の額 

  改正要旨：①事業用地に適した道路整備の促進 

       ②雨水調整機能の充実による周辺地への影響の軽減 

       ③交付限度額の設定（事業地の固定資産税増の概算額×５ヶ年分） 

 

 

６ 施行時期  

平成３０年４月１日 

 

 

 現行 改正案 

 

設 立 

補助金 

 

土地区画整理事業を行うための施行主体

の設立準備に要した調査設計及び測量経

費について、施行面積に１㎡当たり 10

円を乗じて得た額を限度とする。 

土地区画整理組合の設立準備に要した調

査設計及び測量経費について、施行地区面

積に１㎡当たり 10円を乗じて得た額とす

る。 

 

工 事 

補助金 

 

次に掲げる公共施設の築造に要した額と

する。 

１ 幅員６ｍ以上の区画道路のうち幅員

６ｍを超える部分の築造費 

 

 

 

 

 

 

 

２ 主要な排水路のうち水路有効幅１ｍ

以上の水路の築造費の２分の１の額 

次に掲げる公共施設の築造に要した額と

する。 

１ 住宅用地の場合は、幅員６ｍ以上の区

画道路のうち幅員６ｍを超える部分の築

造費、事業用地の場合は、幅員９ｍ以上の

区画道路のうち幅員９ｍを超える部分の

築造費 

２ ３０年確率降雨量以上の調整能力を

備える調整池を築造した場合、施行地区面

積に１㎡あたり１００円を乗じて得た額

とする。 

３ 主要な排水路のうち水路有効幅１ｍ

以上の水路の築造費の２分の１の額 

 

交 付 

限度額  

施行地区面積に１㎡当たり９００円を乗

じて得た額とし、設立補助金と工事補助金

を加えて得た額で、この額を超えないもの

とする。 



 

 

大島中央公園コミュニティ体育館の活用について 
 

大島中央公園は、平成２６年度から改修に着手し、エントランス広場、トイレのバリアフリー化、

ふわふわドームなど遊具の充実を図ったところである。 

引き続き、利用者の利便性や魅力を高め、賑わい創出に向け、公園内の既存ストックである大島中

央公園コミュニティ体育館（築３０年）を、従来の体育館機能だけでなく、冬期間や天候の悪い日で

も休憩や遊戯などに利用できる複合施設として活用する。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
遊具スペース 配置イメージ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○計画概要 
 ・事 業 名   ⼤⾨・⼤島地区都市再⽣整備計画事業    ・⼯ 事 概 要 

（社会資本整備総合交付⾦事業）          （外部）屋根張替、外壁改修等 
・事 業 期 間  平成３０年度               （内部）床・壁の補修、建具取替等 
・施 設 規 模  ⽊造・平屋建 ３７７㎡          （設備）遊具・テーブルの設置等 

 

 

クライミングウォール 

屋根張替 

フリースペース 倉庫 

体育館 

管理室 

デッキ 

庁舎側 

公園広場側 

サイバーホイール 

エアトラック 

N 

テーブルの設置等 

遊具スペース 

市役所 

体育館 

弓道場 

外壁改修等 

配置図 
施設現況写真 

（外  部） （内  部） 

改修イメージ図 

床・壁の補修 

建具取替等 

ｺﾐｭﾆﾃｨ体育館 

都市整備部 都市計画課 資料 2 
平成 ３０ 年 ３ 月 定 例 会 
  産 業 建 設 常 任 委 員 会 



 
 

 

道路除雪の状況について 

 

１ 予算の状況（除雪対策費：給与費職員手当等＋委託料） 

当初（除雪対策費）      62,038千円 

専決（１／１１）      350,000千円 

専決（１／２９）      200,000千円 

専決（２／１３）      200,000千円 

             計812,038千円  

 

 

２ 除雪車出動状況 

 12月13日（水）        山側 

12月18日（月）        山側 

 12月28日（木）        全域 

  1月11日（木）、12日（金）、13日（土）、14日（日）   全域 

    15日（月）、16日（火）、17日（水）、18日（木）、19日（金） 排雪 

  1月24日（水）、25日（木）、26日（金）、27日（土）   全域 

    28日（日）、29日（月）      排雪 

  1月30日（火）        全域 

  2月05日（月）        山側 

  2月06日（火）、07日（水）      全域 

  2月13日（火）        全域 

計 16回出動 （内、全域13回、山側3回）、排雪7回  

 

 

３ 過去３年間の出動実績 

  平成２８年度  全域４回、山側０回  委託料：１５２，８９８千円 

  平成２７年度  全域５回、山側０回  委託料：１５３，１６５千円 

  平成２６年度  全域７回、山側１回  委託料：１９８，３１３千円 

都市整備部 道路・河川管理課 資 料 １

平成 ３０ 年 ３ 月 定 例 会 

  産 業 建 設 常 任 委 員 会 



１　変更理由

２　変更内容

比較

比較

３　適用期日　平成３０年４月１日

(参考)流域下水道維持管理負担金実績(射水市)

上下水道部上下水道業務課資料１
平成３０年３月定例会
産業建設常任委員会

実質負担金総額(円)

（2）小矢部川流域下水道維持管理負担金

5,527,841

維持管理負担金(円) 5,547,152 5,525,104 5,247,892

5,215,040 5,021,788

（1）神通川左岸流域下水道維持管理負担金（富山市、高岡市、射水市）

負担金単価（円）

現　　　行

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

負担金単価（円）

（2）小矢部川流域下水道維持管理負担金（高岡市、砺波市、小矢部市、南砺市、射水市）

＋3円

翌年度精算金(円)

実質単価(円／㎥) 48.9 47.3

332,112 503,316

平成２５年度 平成２６年度

46.1 51.5

595,461 56,075

4,652,431

502,859,295

55.5

107,383

5,583,916

平成２８年度

水　 量(㎥) 106,676 106,252 100,921

項　　　目

区　　分

維持管理
財政計画期間

平成２７年度

54,288,562

項　　　目

448,570,733

8,297,567

506,151,587

460,661,418

8,243,595

52円 55円

　　 61円 　　 69円

第３期　（５年間）
平成２５年度～平成２９年度

第４期　（５年間）
平成３０年度～平成３４年度

実質単価(円／㎥)

第４期　（５年間）
平成２５年度～平成２９年度

第５期　（５年間）
平成３０年度～平成３４年度

水　 量(㎥)

維持管理負担金(円)

実質負担金総額(円)

　※負担金単価上昇の要因は、維持管理費分について、技術者労務単価の高騰による維持管
　　理業務委託料の増加、電気料金の再生可能エネルギー賦課金減免制度の見直しによる電
　　力費の増加、消費税率の引き上げ等によるもの。
　　また、資本費分について、神通川左岸流域下水道は現行の1/2負担から全額負担へ変更
　　されることによるもの。なお、小矢部川流域下水道は現行と同様、全額負担。

翌年度精算金(円)

8,295,250

54.4

8,474,980

516,973,780

480,328,837

36,644,943

56.7

45,490,169 69,079,303

506,010,250

52.7

436,930,947

（1）神通川左岸流域下水道維持管理負担金

平成２８年度

　　神通川左岸流域下水道及び小矢部川流域下水道の維持管理財政計画の見直しに伴い、維
　持管理に要する費用の関係市負担金が変更されるもの。

＋8円

流域下水道維持管理負担金の変更について

現　　　行 変　更　後区　　分

維持管理
財政計画期間

変　更　後



 
 
 

石川県穴水町への「応急給水班」派遣について 
 

１ 概 要 
① 事  由  平成３０年１月下旬の寒波に伴い、石川県能登地方を中心に

給水管の凍結・破損等による断水が多く発生したことから、日

本水道協会災害応援協定に基づく応援要請を受け、穴水町への

「応急給水」を実施した。 
② 派遣期間  １月３０日から２月３日（５日間） 
③ 要  員  ２名１班で３班編成 延べ６名を派遣 
④ 装  備  給水車（２ｍ3）1台・応急給水袋５６０袋 
⑤ そ の 他  県内では本市のほか高岡市が同規模で応急給水作業に従事 
 

２ 経 過 

日   時 活  動  内  容  等 
1月29日（月） 
17：30 

 
日本水道協会から災害応援協定に基づき、穴水町への「応急給水」

派遣要請があり出動準備 

1月30日（火） 
10：00 
13：00 ～ 
 18：00 

 
高岡市とともに穴水町へ出発 
穴水町上下水道課を拠点に「応急給水」活動に着手 
「老人福祉施設受水槽及び小学校高架水槽への給水活動」 

1月31日（水） 
8：30 ～ 
 18：00 

 
「断水地区（甲及び諸橋地区）にて給水袋による飲料水配布」 
「老人福祉施設受水槽及び小学校高架水槽への給水活動」 

2月 1日（木） 
8：30 ～ 
 19：00 

 
「給水車による配水池への補給活動」 
 

2月 2日（金） 
8：30 ～ 
 18：30 

 
「給水車による配水池への補給活動」 
 

2月 3日（土） 
8：30 ～ 
 18：30 

 
「給水車による配水池への補給活動」 
 

 

上下水道部上下水道業務課資料２ 
平成３０年３月定例会 
産業建設常任委員会 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成３０年度 

水道水質検査計画(案) 
 

 

射水市上下水道部 

  

 

広 上 取 水 場 

紫外線処理装置 

上 野 調 整 場 鳥 越 調 整 場 

上下水道部 上水道工務課  資料１ 
平成３０年３月定例会 
産業建設常任委員会 

布 目 配 水 場 
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１．はじめに 

射水市水道事業では、『安心安全で、おいしい水づくり』のため、水道法

及び富山県水道水質管理計画に基づき、毎事業年度の開始前に水質検査項

目や検査回数等を定めた『水道水質検査計画』を策定して、定期的に水質

検査を行います。 

 

２．水道事業の概要 

  （１）給水状況（平成２８年度） 

給水人口 92,776 人 

普及率 99.0 ％ 

１日平均給水量 29,550 ｍ３ 

１日最大給水量 34,747 ｍ３ 

年間給水量 10,785,843 ｍ３ 

 
（２）取水能力（平成３０年度） 
   ア 県受水（富山県西部水道用水供給事業） 

和田川協定水量 20,000 ｍ３/日 

子撫川協定水量

(※1) 
最大受水量13,400 
（基本水量11,288 

ｍ３/日 

ｍ３/日） 

合   計 33,400 ｍ３/日 

   ※1 子撫川の基本水量は、平成30年度契約予定水量である。 
 

イ 自己水源（井戸、次亜塩素滅菌） 
布目配水場 認可水量  

布目１号井（深井戸） 2,000 ｍ３/日 

布目６号井（深井戸） 2,500 ｍ３/日 

大島７号井（深井戸） 予備水源  

合   計 4,500 ｍ３/日 

   

広上取水場 認可水量  

広上１号井（浅井戸） 2,000 ｍ３/日 

広上２号井（深井戸） 3,000 ｍ３/日 

広上３号井（深井戸） 3,000 ｍ３/日 

合   計 8,000 ｍ３/日 
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３．水源の状況及び原水の水質状況 

本市の水源は前述のとおり、富山県西部水道用水供給事業による２系統の

県受水と、自己水源として布目配水場と広上取水場に６箇所の井戸を保有し

ています。 

（１）県受水は庄川水系和田川の表流水を水源として、富山県企業局和田川

水道管理所で適切に水質管理されています。 

（２）布目自己水源の大島 7号井は、マンガンが多く含まれていることから

現在休止し、予備水源としています。 

（３）広上自己水源の広上 1号井は、浅井戸のためクリプトスポリジウムに

よる汚染が危ぐされることから、平成22年度に紫外線照射装置を設置し

対応しています。 

（４）布目及び広上水源は、水田に隣接しているため農薬散布による農薬類

の汚染にも注意が必要です。 

この対策として、水源近隣に散布した農薬類を調査し、農薬成分を 10

項目にしぼって検査します。 

（５）自己水源は、概ね良好な状態であり、浄水についても水質基準を下回

っており、安全で良質な水源であるといえます。 

 

４．水質検査の基本方針 

 （１）浄水について 

ア 検査項目は、水道法で検査が義務付けられている毎日水質検査項目 

 及び水質基準項目とします。 

イ 検査地点は、水質基準が適用される給水栓の水とします。 

（ア）毎日水質検査 

配水池等の重要施設と末端及び配水系統毎の10箇所を選定し

ます。測定方法は、自動計測10箇所とします。 

（イ）水質基準項目 

配水池等の重要施設と管内の末端等、10箇所を選定します。 

ウ 検査頻度は水道法に基づき、水源の種類やこれまでの検査結果によ

り定めます。 

ただし、水道法で検査頻度を３年に１回以上に省略できる水質基準 

項目についても、安全であることを確認するため、年１回以上の検査

を実施します。 

 

 （２）原水について 

ア 検査項目は、水質基準項目（消毒副生成物を除く）、水質管理目標 

設定項目、要検討項目、クリプトスポリジウム及びクリプトスポリジ 

ウム指標菌等とします。 
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イ 検査地点 

水質基準項目の検査地点は、自己水源６箇所の井戸とします。 

その他の項目については、富山県水道水質管理計画によるもの    

とします。 

ウ 検査頻度 

水質基準項目は、厚生労働省健康局水道課長通達に基づき年１回と 

します。 

その他の項目については、富山県水道水質管理計画によるものとし 

ます。 

 

以上（１）（２）の検査地点については別添図を参照、検査項目及び

検査頻度は別表１から別表５を参照。 

 

５．水質検査項目及び検査頻度 

（１）毎日検査項目（３項目） 

   色・濁り・消毒の残留効果を１日１回検査します。 

（２）水質基準項目（別表１、２） 

   水道法で検査頻度と基準値が定められ、基準値以下で給水することが

義務づけられている51項目です。 

ア 毎月行う検査 

法令で定めた項目、一般細菌、大腸菌、塩化物イオン、有機物（全

有機炭素の量）、ＰＨ、味、臭気、色度、濁度、及び富山県指導項

目である、鉄、カルシウム・マグネシウム等（硬度）の検査を毎月

実施します。（11項目） 

   イ ３ヵ月毎に行う検査 

法令で定めた40項目について検査を実施します。 

これらの項目の中には、水質が安定しており過去３年間の水質検

査結果が基準値の１／10以下である場合、３年に１回以上に検査

回数を省略することが可能ですが、安全性を確認するために年1回

検査を実施します。 

（３）水質管理目標設定項目（別表３） 

     ア 水道水を管理する上で留意すべき項目で、毒性や水道水からの検

出量などの観点から、水質基準とするには及ばないが、測定・監

視を続けることが望ましいとされる項目です。 

イ 富山県水道水質管理計画に基づき、布目６号井の地下水を県と

共同で２年に１回、全 26項目のうち地下水に関係した 13項目に

ついて検査します。 

ウ 水質管理目標設定項目のうち農薬についても、布目配水場及び
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広上取水場の地下水を検査します。（農薬類の検査項目については、

水源近隣に散布した農薬類を調査し全120項目のうち10項目を決

定します。） 

（４）要検討項目（別表４） 

ア 毒性評価が定まらない、若しくは浄水中の存在量が不明等の理

由から水質基準項目及び水質管理目標設定項目のいずれにも分類

できない項目で、データを集めていくものとして定められた項目

です。 

イ 富山県水道水質管理計画に基づき、布目６号井の地下水を県と

共同で２年に 1回、全 47項目のうち地下水に関係した 25項目に

ついて検査します。 

ウ 要検討項目のうちダイオキシン類の検査は県内に調査機関がな

く、県との共同検査も出来ないため、射水市単独で２年に 1回検

査します。H30年度は、広上３号井で実施します。 

（５）クリプトスポリジウム指標菌等の検査 

ア 広上取水場1号井（浅井戸）において、『水道水におけるクリプ

トスポリジウム対策の暫定方針（平成８年10月４日衛水第248号

厚生省生活衛生局水道環境部長通知）』に基づきクリプトスポリジ

ウム及びクリプトスポリジウム指標菌（大腸菌、嫌気性芽胞菌）

の検査等を実施します。 

イ クリプトスポリジウム指標菌の検査は毎月、クリプトスポリジ

ウムの検査は年４回実施します。 

 

※参考 県との共同検査は以下のとおりです。 

・「水質管理目標設定項目等」検査（別表３） 年1回(予定) 

・「要検討項目」      検査（別表４） 年1回(予定) 

・「農薬類」        検査（別表５） 年1回(予定) 

 

６．臨時の水質検査について 

臨時の水質検査は、次のような場合に行います。 

（１）自己水源に異常があったとき。 

（２）浄水の色、濁り及び臭気等に原因不明の変化が生じる等、水質が著

しく悪化したとき。 

（３）水道施設（送配水管含）が著しく汚染された恐れがあるとき。 

（４）その他、水道技術管理者が必要であると指定したとき。 

以上、水質検査項目は基本的に全項目としますが、状況に応じて検査項目を 

決定します。 
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７．水質検査の方法 

（１）検査方法 

水質基準項目及び水質管理目標設定項目は、「水質基準に関する省令

の規定に基づき厚生労働大臣が定める方法」により行います。 

 

（２）採水方法 

検査試料の採水は、市担当職員が行うか、同職員立会いのもと受託

者が行います。試料の容器等は、検査機関より貸与されたものを使用

します。 

 

  （３）試料の運搬 

     検査試料は、クーラーボックス等に入れ冷却し、破損防止の措置を

施して運搬します。 

 

８．水質検査機関 

水道法に基づく水質検査は、富山県水質管理計画に基づき、富山県和田川 

水道管理所に委託します。 

また、県と共同での検査は、富山県衛生研究所へ委託します。 

そして、射水市独自に行う水質検査については、厚生労働大臣登録検査機 

関に委託します。 

        

９．水質検査の精度と信頼性保証  

射水市が行う水質検査については、地方公共団体の機関又は厚生労働大臣 

登録検査機関に委託して水質検査を行っていますが、水質検査の精度確認の 

ため、また需要者に対する信頼性の保証を行うため、委託先が外部精度管理 

及び内部精度管理を実施し、適切に精度管理を行っているか書類等で確認し 

ます。 

 

10．水質検査計画及び検査結果の公表 

水質検査計画については、毎年見直しを行い、状況に応じその都度改正 

します。 

また、水質検査結果についてはホームページで公表し、請求があれば検査 

結果の写しを提供します。 

 

11．関係機関との連携 

  射水市は、一日の給水量の殆どを富山県西部水道用水供給事業から浄水と

して受水していますので、同事業と連絡を密にし、水質異常に即応できるよう

体制を整備しています。 



 
６ 



番号 項　　　　　目　　　　　名 基　　　準　　　値 備　考 区分

1 一般細菌 1mℓの検水で形成される集落数が100以下であること。

2 大腸菌 検出されないこと。

3 カドミウム及びその化合物 カドミウムの量に関して、0.003mg/ℓ以下であること。

4 水銀及びその化合物 水銀の量に関して、0.0005mg/ℓ以下であること。

5 セレン及びその化合物 セレンの量に関して、0.01mg/ℓ以下であること。

6 鉛及びその化合物 鉛の量に関して、0.01mg/ℓ以下であること。

7 ヒ素及びその化合物 ヒ素の量に関して、0.01mg/ℓ以下であること。

8 六価クロム化合物 六価クロムの量に関して、0.05mg/ℓ以下であること。

9 亜硝酸態窒素 0.04mg/ℓ以下であること。

10 シアン化物イオン及び塩化シアン シアンの量に関して、0.01mg/ℓ以下であること。

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/ℓ以下であること。

12 フッ素及びその化合物 フッ素の量に関して、0.8mg/ℓ以下であること。

13 ホウ素及びその化合物 ホウ素の量に関して、1.0mg/ℓ以下であること。

14 四塩化炭素 0.002mg/ℓ以下であること。

15 1,4－ジオキサン 0.05mg/ℓ以下であること。

16 シス－1,2－ジクロロエチレン及びトランス-1,2-ジクロロエチレン 0.04mg/ℓ以下であること。

17 ジクロロメタン 0.02mg/ℓ以下であること。

18 テトラクロロエチレン 0.0１mg/ℓ以下であること。

19 トリクロロエチレン 0.01mg/ℓ以下であること。

20 ベンゼン 0.0１mg/ℓ以下であること。

21 塩素酸 0.6mg/ℓ以下であること。

22 クロロ酢酸 0.02mg/ℓ以下であること。

23 クロロホルム 0.06mg/ℓ以下であること。

24 ジクロロ酢酸 0.03mg/ℓ以下であること。

25 ジブロモクロロメタン 0.1mg/ℓ以下であること。

26 臭素酸 0.01mg/ℓ以下であること。

27 総トリハロメタン 0.1mg/ℓ以下であること。

28 トリクロロ酢酸 0.03mg/ℓ以下であること。

29 ブロモジクロロメタン 0.03mg/ℓ以下であること。

30 ブロモホルム 0.09mg/ℓ以下であること。

31 ホルムアルデヒド 0.08mg/ℓ以下であること。

32 亜鉛及びその化合物 亜鉛の量に関して、1.0mg/ℓ以下であること。

33 アルミニウム及びその化合物 アルミニウムの量に関して、0.2mg/ℓ以下であること。

34 鉄及びその化合物 鉄の量に関して、0.3mg/ℓ以下であること。

35 銅及びその化合物 銅の量に関して、1.0mg/ℓ以下であること。

36 ナトリウム及びその化合物 ナトリウムの量に関して、200mg/ℓ以下であること。 味

37 マンガン及びその化合物 マンガンの量に関して、0.05mg/ℓ以下であること。 着色

38 塩化物イオン 200mg/ℓ以下であること。

39 カルシウム,マグネシウム等（硬度） 300mg/ℓ以下であること。

40 蒸発残留物 500mg/ℓ以下であること。

41 陰イオン界面活性剤 0.2mg/ℓ以下であること。 発泡

42 ジェオスミン 0.00001mg/ℓ以下であること。

43 2－メチルイソボルネオール 0.00001mg/ℓ以下であること。

44 非イオン界面活性剤 0.02mg/ℓ以下であること。 発泡

45 フェノール類 フェノールの量に換算して、0.005mg/ℓ以下であること。 臭気

46 有機物（全有機炭素（TOC）の量） ３mg/ℓ以下であること。 味

47 pH値 5.8以上8.6以下であること。

48 味 異常でないこと。

49 臭気 異常でないこと。

50 色度 5度以下であること。

51 濁度 2度以下であること。

着色

味

かび臭

基礎的性状

水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に
関
す
る
項
目

健
康
に
関
連
す
る
項
目

別表１　水質基準項目及び基準値

病原生物による
汚染の指標

無機物・重金属

一般有機物

消毒副生成物

７



別表２　　定期の水質検査項目、回数等

法定頻度
実績による
検査頻度

H30年度
検査計画

月１回 1回／3月 年１回 1回／3月 年１回

1 一般細菌 否 １回／月 ← ← ○ ○

2 大腸菌 否 １回／月 ← ← ○ ○

3 カドミウム及びその化合物 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 H22年4月基準強化、過去3年間の検査結果が1/10以下 ○ ○

4 水銀及びその化合物 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 ○ ○

5 セレン及びその化合物 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 ○ ○

6 鉛及びその化合物 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 過去３年間に検査結果が1/10以下 ○ ○

7 ヒ素及びその化合物 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 ○ ○

8 六価クロム化合物 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 ○ ○

9 亜硝酸態窒素 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 過去３年間の検査結果が1/10以下 ○ ○

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 否 1回／3月 ← ← 検査回数の減不可項目 ○ ○

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 過去３年間に検査結果が1/10以下 ○ ○

12 フッ素及びその化合物 可 1回／3月 １回／１年 ← 過去３年間の検査結果が1/5以下 ○ ○

13 ホウ素及びその化合物 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 過去３年間の検査結果が1/10以下 ○ ○

14 四塩化炭素 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 過去３年間の検査結果が1/10以下 ○ ○

15 1,4－ジオキサン 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 過去３年間の検査結果が1/10以下 ○ ○

　シス－1,2－ジクロロエチレン

　及びトランス-1・2-ジクロロエチレン

17 ジクロロメタン 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 ○ ○

18 テトラクロロエチレン 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 ○ ○

19 トリクロロエチレン 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 H23年4月基準強化、過去3年間の検査結果が1/10以下 ○ ○

20 ベンゼン 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 過去３年間の検査結果が1/10以下 ○ ○

21 塩素酸 否 1回／3月 ← ← □ ○

22 クロロ酢酸 否 1回／3月 ← ← 検査回数の減不可項目 ○

23 クロロホルム 否 1回／3月 ← ← ○

24 ジクロロ酢酸 否 1回／3月 ← ← 検査回数の減不可項目、H27年4月基準強化 ○

25 ジブロモクロロメタン 否 1回／3月 ← ← ○

26 臭素酸 否 1回／3月 ← ← 検査回数の減不可項目 □ ○

27 総トリハロメタン 否 1回／3月 ← ← ○

28 トリクロロ酢酸 否 1回／3月 ← ← 検査回数の減不可項目、H27年4月基準強化 ○

29 ブロモジクロロメタン 否 1回／3月 ← ← ○

30 ブロモホルム 否 1回／3月 ← ← 検査回数の減不可項目 ○

31 ホルムアルデヒド 否 1回／3月 ← ← ○

32 亜鉛及びその化合物 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 過去３年間の検査結果が1/10以下 ○ ○

33 アルミニウム及びその化合物 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 過去３年間の検査結果が1/10以下 ○ ○

34 鉄及びその化合物 可 1回／3月 １回／月 ← 検査回数の減不可項目（県指導） ○ ○

35 銅及びその化合物 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 ○ ○

36 ナトリウム及びその化合物 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 ○ ○

37 マンガン及びその化合物 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 過去３年間の検査結果が1/10以下 ○ △ ○

38 塩化物イオン 否 １回／月 ← ← 検査回数の減不可項目 ○ ○

39 カルシウム,マグネシウム等（硬度） 可 1回／3月 １回／月 ← 検査回数の減不可項目（県指導） ○ ○

40 蒸発残留物 可 1回／3月 １回／１年 ← 過去に検査結果が1/2を超えたことがない ○ ○

41 陰イオン界面活性剤 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 過去３年間の検査結果が1/10以下 ○ ○

42 ジェオスミン 可
１回／月

藻類発生時期 ← １回／１年 ○

43 2－メチルイソボルネオール 可
１回／月

藻類発生時期 ← １回／１年 ○

44 非イオン界面活性剤 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 過去３年間の検査結果が1/10以下 ○ ○

45 フェノール類 可 1回／3月 １回／３年 １回／１年 過去３年間の検査結果が1/10以下 ○ ○

46 有機物（全有機炭素（TOC）の量） 否 １回／月 ← ← ○ ○

47 pH値 否 １回／月 ← ← ○ ○

48 味 否 １回／月 ← ← ○

49 臭気 否 １回／月 ← ← ○ ○

50 色度 否 １回／月 ← ← ○ ○

51 濁度 否 １回／月 ← ← ○ ○
凡　　　例
　　○：検査実施をあらわします。
　　△：大島７号井のみの適用。（原水の検査回数は厚生労働省通知により、年1回の検査でよいが安全確認のため実施するもの）

検査回数の減不可項目

水源の状況を勘案した

浄水の検査回数の設定理由

過去３年間の検査結果が1/10以下

過去３年間の検査結果が1/10以下

過去３年間の検査結果が1/10以下

過去３年間の検査結果が1/10以下

1回／3月 １回／３年

番号 項　　　　　目　　　　　名
原　　　　水

検査回数の減不可項目

省略
可否

検査頻度 浄　　　　　　水

　　□：布目配水場、広上取水場、五官野水上谷ポンプ場のみの適用。（3ヶ月に1回の検査でよいが、左記箇所は当市にて塩素滅菌処理を行っている為、安全確認のため毎月検査を実施するもの）

１回／１年 ○○○H22年4月基準強化、過去3年間の検査結果が1/10以下16 可

 8



別表３　水質管理目標設定項目の目標値及び検査項目

水質管理上注目すべき項目（全26項目、内地下水に関係のある13項目を実施） 

番号 項　　　　　目　　　　　名
検査
項目

基　　　準　　　値 備　　　　　　　　　考 分類

1 アンチモン及びその化合物 ○ アンチモンの量に関して、0.02mg/ℓ以下

2 ウラン及びその化合物 ○ ウランの量に関して、 0.002mg/ℓ以下（暫定）

3 ニッケル及びその化合物 ○ ニッケルの量に関して、0.02mg/ℓ以下（暫定）

4 削除　（亜硝酸態窒素） 削除　(0.05mg/ℓ以下（暫定）) H26年４月１日より基準項目へ移動

5 1,2-ジクロロエタン ○ 0.004mg/ℓ以下

6 削除　（トランス-1,2-ジクロロエチレン) 削除　（0.004mg/ℓ以下） H22年４月１日より基準項目へ移動

7 削除　（1,1,2-トリクロロエタン） 削除　（0.006mg/ℓ以下) H22年4月1日より削除

8 トルエン ○ 0.4mg/ℓ以下 H23年4月1日より改正

9 フタル酸ジ(2-エチルヘキシル) ○ 0.08mg/ℓ以下 H27年4月1日より改正

10 亜塩素酸 0.6mg/ℓ以下
二酸化塩素注入時に限る。
当市使用していないため除外。

11 削除 削除
削除（塩素酸が基準項目になったこと
による）

12 二酸化塩素 0.6mg/ℓ以下
二酸化塩素注入時に限る。
当市使用していないため除外。

13 ジクロロアセトニトリル ○ 0.01mg/ℓ以下（暫定）

14 抱水クロラール ○ 0.02mg/ℓ以下（暫定）

15 農薬類 ○ 検出値と目標値の比の和として、1以下 対象農薬は120物質(別表５）
有機
物質

16 残留塩素 1mg/ℓ以下
通知（残留塩素及び水質基準項目と
重複する項目を除く）により除外。

17 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 10mg/ℓ以上100mg/ℓ以下
通知（残留塩素及び水質基準項目と
重複する項目を除く）により除外。

18 マンガン及びその化合物 マンガンの量に関して、 0.01mg/ℓ以下
通知（残留塩素及び水質基準項目と
重複する項目を除く）により除外。

19 遊離炭酸 20mg/ℓ以下
採水後速やかな測定出来ないため除
外

20 1,1,1-トリクロロエタン ○ 0.3mg/ℓ以下

21 メチル-t-ブチルエーテル ○ 0.02mg/ℓ以下

22 有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） 3.0mg/ℓ以下
通知（残留塩素及び水質基準項目と
重複する項目を除く）により除外。

23 臭気強度（ＴＯＮ ） 3以下
通知（残留塩素及び水質基準項目と
重複する項目を除く）により除外。

24 蒸発残留物 30mg/ℓ以上200mg/ℓ以下
通知（残留塩素及び水質基準項目と
重複する項目を除く）により除外。

25 濁度 １度以下
通知（残留塩素及び水質基準項目と
重複する項目を除く）により除外。

26 pH値 7.5程度
通知（残留塩素及び水質基準項目と
重複する項目を除く）により除外。

27 腐食性(ランゲリア指数) -1程度以上とし、極力0に近づける。
採水後速やかな測定出来ないため除
外

28 従属栄養細菌 ○ 1mℓの検水で形成される集落数が2,000以下（暫
定）

微
生

物

29 1,1-ジクロロエチレン ○ 0.1mg/ℓ以下
有
機

物
質

30 アルミニウム及びその化合物 アルミニウムの量に関して、0.1mg/ℓ以下
無
機

物
質

＊富山県の「水道水源の水質管理計画実施要領」に基づき合同検査を実施する予定です。
＊採水場所は、布目６号井又は広上２号井とし隔年交互に実施します。ただし、農薬類は毎年実施します。
＊○：検査実施項目をあらわします。

そ
の
他

無
機
物
質

無
機
物
質

有
機
物
質

消
毒
副
生

成
物

有
機
物
質

消
毒
剤

 ９



番号 項　　　　　目　　　　　名 県と合同 単　　独 目標値

1 銀及びその化合物 ○ 未設定

2 バリウム及びその化合物 ○ 0.7mg/ℓ

3 ビスマス及びその化合物 ○ 未設定

4 モリブデン及びその化合物 ○ 0.07mg/ℓ

5 アクリルアミド 0.0005mg/ℓ

6 アクリル酸 未設定

7 17-β-エストラジオ－ル 0.00008mg/ℓ（暫定）

8 エチニル－エストラジオ－ル 0.00002mg/ℓ（暫定）

9 エチレンジアミン四酢酸(EDTA) ○ 0.5mg/ℓ

10 エピクロロヒドリン ○ 0.0004mg/ℓ（暫定）

11 塩化ビニル ○ 0.002mg/ℓ

12 酢酸ビニル ○ 未設定

13 2,4-トルエンジアミン 未設定

14 2,6-トルエンジアミン 未設定

15 N,N-ジメチルアニリン ○ 未設定

16 スチレン ○ 0.02mg/ℓ

17 ダイオキシン類 △ 1pgTEQ/ℓ（暫定）

18 トリエチレンテトラミン 未設定

19 ノニルフェノ－ル ○ 0.3mg/ℓ（暫定）

20 ビスフェノ－ルＡ 0.1mg/ℓ（暫定）

21 ヒドラジン ○ 未設定

22 1,2-ブタジエン 未設定

23 1,3-ブタジエン 未設定

24 フタル酸ジ（n-ブチル） ○ 0.2mg/ℓ（暫定）

25 フタル酸ブチルベンジル ○ 0.5mg/ℓ（暫定）

26 ミクロキスチン-ＬR 0.0008mg/ℓ（暫定）

27 有機すず化合物 0.0006mg/ℓ※（暫定）

28 ブロモクロロ酢酸 ○ 未設定

29 ブロモジクロロ酢酸 ○ 未設定

30 ジブロモクロロ酢酸 ○ 未設定

31 ブロモ酢酸 ○ 未設定

32 ジブロモ酢酸 ○ 未設定

33 トリブロモ酢酸 ○ 未設定

34 トリクロロアセトニトリル ○ 未設定

35 ブロモクロロアセトニトリル ○ 未設定

36 ジブロモアセトニトリル ○ 0.06mg/ℓ

37 アセトアルデヒド ○ 未設定

38 ＭＸ 0.001mg/ℓ

39 欠番（クロロピクリン）

40 キシレン ○ 0.4mg/ℓ

41 過塩素酸 0.025mg/ℓ

42 パーフルオロオクタンスルホン酸（ＰＦＯＳ） 未設定

43 パーフルオロオクタン酸（ＰＦＯＡ） 未設定

44 Ｎ－ニトロソジメチルアミン（ＮＤＭＡ） 未設定

45 アニリン 0.02mg/ℓ

46 キノニン 0.0001mg/ℓ

47 1,2,3-トリクロロベンゼン 0.02mg/ℓ

48 ニトリロ三酢酸（NTA） 0.2mg/ℓ

＊※印はトリブチルスズオキサイドの目標値
＊富山県の「水道水源の水質管理計画実施要領」に基づき実施する予定です。
＊合同検査の採水場所は、布目６号井又は広上２号井を隔年交互に実施します。
＊ダイオキシン類の検査は、過去のデータ蓄積により広上３号井とします。(H28年度実施）
＊○は検査実施をあらわします。△は2年に1回の検査をあらわします。

別表４　要検討項目の目標値及び検査項目
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農 01  １， ３―ジクロロプロペン（Ｄ―Ｄ） 農 61 チアジニル

農 02 ２，２―ＤＰＡ（ダラポン） 農 62 チウラム

農 03 ２，４―Ｄ（２，４―ＰＡ） 農 63 チオジカルブ

農 04 ＥＰＮ 農 64 チオファネートメチル

農 05 ＭＣＰＡ 農 65 チオベンカルブ

農 06 アシュラム 農 66 テフリルトリオン

農 07 アセフェート 農 67  テルブカルブ（ＭＢＰＭＣ）

農 08 アトラジン 農 68 トリクロピル

農 09 アニロホス 農 69 トリクロルホン（ＤＥＰ）

農 10 アミトラズ 農 70 トリシクラゾール ○
農 11 アラクロール 農 71 トリフルラリン

農 12 イソキサチオン 農 72 ナプロパミド

農 13 イソフェンホス 農 73 パラコート

農 14  イソプロカルブ（ＭＩＰＣ） 農 74 ピペロホス

農 15  イソプロチオラン（ＩＰＴ） ○ 農 75 ピラクロニル ○
農 16 イプロベンホス（ＩＢＰ） 農 76 ピラゾキシフェン

農 17 イミノクタジン 農 77  ピラゾリネート（ピラゾレート）

農 18 インダノファン 農 78 ピリダフェンチオン

農 19 エスプロカルブ 農 79 ピリブチカルブ

農 20  エディフェンホス（エジフェンホス、ＥＤＤＰ） 農 80 ピロキロン

農 21 エトフェンプロックス ○ 農 81 フィプロニル

農 22  エトリジアゾール（エクロメゾール） 農 82  フェニトロチオン（ＭＥＰ）

農 23  エンドスルファン（ベンゾエピン） 農 83  フェノブカルブ（ＢＰＭＣ）

農 24 オキサジクロメホン 農 84 フェリムゾン

農 25 オキシン銅（有機銅） 農 85 フェンチオン（ＭＰＰ）

農 26 オリサストロビン 農 86 フェントエート（ＰＡＰ）

農 27 カズサホス 農 87 フェントラザミド

農 28 カフェンストロール 農 88 フサライド ○
農 29 カルタップ 農 89 ブタクロール

農 30 カルバリル（ＮＡＣ） 農 90 ブタミホス

農 31 カルプロパミド 農 91 ブプロフェジン

農 32 カルボフラン 農 92 フルアジナム

農 33 キノクラミン（ＡＣＮ） 農 93 プレチラクロール

農 34 キャプタン 農 94 プロシミドン

農 35 クミルロン 農 95 プロチオホス

農 36 グリホサート ○ 農 96 プロピコナゾール

農 37 グルホシネート 農 97 プロピザミド

農 38 クロメプロップ 農 98 プロベナゾール

農 39  クロルニトロフェン（ＣＮＰ） 農 99 ブロモブチド ○
農 40 クロルピリホス 農 100 ベノミル

農 41 クロロタロニル（ＴＰＮ） 農 101 ペンシクロン

農 42 シアナジン 農 102 ベンゾビシクロン ○
農 43 シアノホス（ＣＹＡＰ） 農 103 ベンゾフェナップ

農 44 ジウロン（ＤＣＭＵ） ○ 農 104 ベンタゾン

農 45 ジクロベニル（ＤＢＮ） 農 105 ペンディメタリン

農 46 ジクロルボス（ＤＤＶＰ） 農 106 ベンフラカルブ

農 47 ジクワット 農 107  ベンフルラリン（ベスロジン）

農 48  ジスルホトン（エチルチオメトン） 農 108 ベンフレセート

農 49 ジチアノン 農 109 ホスチアゼート

農 50  ジチオカルバメート系農薬 農 110 マラチオン（マラソン）

農 51 ジチオピル 農111 メコプロップ（ＭＣＰＰ）

農 52 シハロホップブチル ○ 農112 メソミル

農 53 シマジン（ＣＡＴ） 農113 メタラキシル

農 54 ジメタメトリン 農114 メチダチオン（ＤＭＴＰ）

農 55 ジメトエート 農115 メチルダイムロン

農 56 シメトリン 農116 メトミノストロビン

農 57 ジメピペレート 農117 メトリブジン
農 58 ダイアジノン 農118 メフェナセット
農 59 ダイムロン 農119 メプロニル

農 60 ダゾメット、メタム(カーバム)及びメチルイソチオシアネート 農120 モリネート

　　※　○印は前年度に検査した項目です。
　　※　水源近隣に散布した農薬類を調査し、代表的な成分となる10項目を選定して検査します。

別表５　農薬類（水質管理目標設定項目（15）の対象農薬リスト）

番号 番号農　薬　名
検査
有・無

農　薬　名
検査
有・無
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